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IT活用に関する「困った」を解決する専門家がいます。

ITコーディネータに
ご相談ください

例えば、こんな相談に対応できます

ホームページ活用
・どうやって作るのがよいのか
・アクセスが増えずに困っている

漠然とした経営の悩み
・改革したいがどこから手をつけたらよいのだろう
・どこにITを使えば効率化するか知りたい

業務とIT/IoTの問題
・受発注管理をもっと効率化したい
・リピータを増やす仕組みを作りたい

ITコーディネータとは、経営者と対話しながら、経営戦略のなかで
ITをどのように活用するかを経営者とともに考えるプロフェッショナル。
経済産業省推進資格です。

直接のお問い合わせはもちろん、
支援機関にご相談の際に、

「ITコーディネータの方はいますか」 と
是非聞いてください。

お問い合わせ先 特定非営利活動法人 ITコーディネータ協会
〒103-0007  東京都中央区日本橋浜町2-17-8  浜町平和ビル7階　   TEL：03-3527-2177

IT導入補助金の
活用についても
ご相談ください
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「Windows 7」サポート終了と「その先」へ
マイクロソフトが支援機関にてセミナー活用
─開催レポート・浜松商工会議所

世界の潮流
対象企業は意外に多く、指摘されてからでは遅い
海外の個人データ保護法制に対策するには？

持続可能なまちづくりとIT
スタートは、IoTを活用した鳥獣害対策の実証実験
木更津市と共に「スマートシティモデル」づくりへ

支援情報瓦版「IT導入補助金2019」など中小企業支援策

新時代、人口減を乗り切る対策は？

①　東京都・運送業　彦新
ドライバーの勤怠把握で法令に先手
より良い労働環境目指しさらなる改善へ

②　広島県・建設業　河内建設
蓄積してきた顧客情報は秘蔵の宝！
一元管理・共有で事業承継も見えてきた

IT導入補助金活用事例

① 働き方改革関連法改正への対応を機会に　時代に即した勤務体制を見つけ出す！
　　事例：愛知県  エコ建築工房

② 宅配便の伝票、まだ手書きしてしませんか？　複合機の使いこなしで時間を生み出す

ITツール紹介

─発想の転換を支えるITの活用

FOCUS　最新のIT「RPA,IoT、AI」
「RPA」…最新用語解説
福田敏博氏

「IoT」…活用事例
「鯖の街・小浜」復活へ養殖に取り組む
IoTで海水状況を把握し、ノウハウ蓄積

「AI」…インタビュー
熟練者の現場ノウハウをAIが継承
人の感覚分野にこそ利用価値がある
株式会社クロスコンパス　鈴木克信氏

ネット社会との「お付き合い」術
  事業継続計画の背景と考え方
御田村瑞恵氏

用語解説　「MaaS」　水口和美氏

新連載　本音で提言
 生産性向上へ地方企業が乗り越える壁
 第一回　地域内の「濃い」関係性
 加藤剛氏

　　　　　　世中渉「あいてぃのある職場日記」

トピックス

エッセイ

18

19

26

27



令和元年
令和元年。元号が変わっただけではなく、人
口減・高齢化社会に対応する会社へ変革する
タイミングが訪れた。人海戦術や低賃金で
利益を出すやり方から脱却していこう。

─発想の 転換を支えるITの活用

特
集

新時代、 人口減を
乗り切る対策は？
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「
求
人
し
て
も
な
か
な
か
人
が

来
な
い
ん
だ
よ
ね
」と
の

声
が
聞
こ
え
始
め
て
久
し
い
。
都
内

の
飲
食
店
で
も
、
席
が
空
い
て
い
る

の
に
ス
タ
ッ
フ
が
足
り
ず
顧
客
が
外

で
並
ん
だ
ま
ま
と
い
う
光
景
も
目
に

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
人
口
予
測
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
日
本
は
こ
れ
か
ら
人
口

減
、
そ
し
て
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
。

15
歳
〜
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は

２
０
１
５
年
に
６
割
だ
っ
た
が
、

２
０
４
５
年
に
は
5
割
近
く
に
下
が

る
。
実
数
で
現
在
の
７
割
だ
。

　
日
本
経
済
は
、
人
口
増
を
背
景
に

発
展
し
て
き
た
。
家
は
建
て
れ
ば
売

れ
、
家
が
建
て
ば
地
域
の
店
に
は
顧

客
が
足
を
運
ぶ
。
募
集
す
れ
ば
働
き

手
も
来
る
。
税
収
も
確
保
で
き
る
。

　
し
か
し
、
も
は
や
こ
れ
を
基
盤
に

は
で
き
な
い
。

　
人
口
減
時
代
に
経
済
を
活
性
化
す

る
に
は
、
買
い
手
を
外
に
求
め
、
ネ
ッ

ト
販
売
や
海
外
へ
の
進
出
、イ
ン
バ
ウ

ン
ド
消
費
を
増
や
す
策
が
思
い
つ
く
。

　
一
方
で
、
人
数
が
減
っ
た
働
き
手

が
、
活
発
に
消
費
し
納
税
で
き
る
こ

と
も
必
要
だ
。

　
期
待
さ
れ
る
の
は
、
高
い
給
与
を

支
払
え
る
会
社
で
あ
る
こ
と

─
多

く
の
人
を
安
い
賃
金
で
雇
用
す
る
こ

と
で
利
益
を
出
し
て
き
た
や
り
方
か

ら
の
脱
却
だ
。

生
産
性
を
上
げ
て

給
与
を
ア
ッ
プ
し
た
い

　
こ
れ
ま
で
よ
り
も
高
い
給
与
を
支

払
う
に
は
、
生
産
性
を
高
め
て
原
資

を
作
る
し
か
な
い
。
こ
こ
で
い
う
生

産
性
と
は
、
売
上
か
ら
社
外
へ
の
支

払
い
を
引
い
た
粗
利
益
を
従
業
員
数

で
割
っ
た
も
の
を
指
す
。

　
一
方
、
現
在
は
夫
婦
と
も
共
働
き

の
家
庭
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
り
、

男
女
に
か
か
わ
り
な
く
長
時
間
労
働

が
前
提
の
職
場
は
選
ば
れ
に
く
く

な
っ
て
い
る
。
集
中
し
て
仕
事
を
覚

え
る
時
期
は
と
も
か
く
、
健
康
面
で

も
生
活
面
で
も
新
し
い
こ
と
を
勉
強

す
る
に
も
、
時
間
の
自
由
度
は
高
い

ほ
う
が
良
い
。
ま
た
、
フ
ル
タ
イ
ム
以

外
の
働
き
方
を
す
る
人
や
高
齢
者
も

ど
ん
ど
ん
受
け
入
れ
力
を
発
揮
し
て

も
ら
い
た
い
。

　
こ
の
条
件
で
高
い
生
産
性
を
実
現

す
る
た
め
に
、
ど
う
業
務
プ
ロ
セ
ス

を
組
み
立
て
る
か
。
人
が
担
う
べ
き

こ
と
・
機
械
や
I
T
に
任
せ
ら
れ
る

こ
と
を
整
理
し
、
限
ら
れ
た
労
働
時

間
で
高
い
成
果
を
得
る
か
。
新
し
い

日本の生産年齢人口予測

2000 4000 6000 8000 10000 12000 140000

人口が増えることで支えられてきた経済活動からの転換

限られた働き手で、いかにこれまで以上の利益を上げ、高い給与を支払えるか

働く世代・・・・10年で10%近く減

高齢者世代・・・・2045年には37%に

万人

1594.5 7728.2 3386.8

1407.3 7170.1 3677.1

1245.7 6494.2 3781.4

1138.4 5584.5 3919.2

2015年

2025年

2035年

2045年

（国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成29年推計）による）

■0～14歳　■15～64歳　■65歳以上



42019．夏号

時
代
に
合
わ
せ
て
発
想
を
転
換
す
る

時
だ
。

　
こ
れ
ま
で
人
で
な
け
れ
ば
で
き
な

い
と
思
わ
れ
て
い
た
仕
事
も
、
例
え

ば
飲
食
店
で
の
オ
ー
ダ
ー
を
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
よ
る
セ
ル
フ
オ
ー
ダ
ー
に

し
た
り
、
田
ん
ぼ
の
水
の
状
況
を
確

認
し
に
出
向
く
代
わ
り
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
セ

ン
サ
ー
を
利
用
し
て
把
握
す
る
な
ど
、

今
な
ら
Ｉ
Ｔ
で
代
替
・
自
動
化
で
き

る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

　
パ
ソ
コ
ン
上
で
行
う
仕
事
も
、
Ｒ

Ｐ
Ａ
の
よ
う
に
定
型
作
業
を
自
動
化

し
た
り
、
シ
ス
テ
ム
間
で
デ
ー
タ
が

連
携
し
入
力
や
移
行
作
業
が
な
く

な
っ
た
り
と
、
便
利
さ
が
高
ま
り
時

間
を
捻
出
で
き
る
。

　
こ
れ
を
知
ら
ず
に
旧
態
依
然
と
し

た
や
り
方
を
続
け「
忙
し
い
！
」と
嘆

く
か
、
う
ま
く
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
取
り

込
ん
で
、
飲
食
店
な
ら
調
理
や
接
客
、

農
業
な
ら
田
ん
ぼ
の
面
積
を
広
げ
た

り
品
質
管
理
を
し
た
り
と
、
付
加
価

値
を
高
め
る
か
。

　
答
え
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

　
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
り
、
限
ら
れ
た
人

数
で
売
上
増
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実

現
し
生
産
性
を
高
め
る
取
り
組
み
を

後
押
し
す
べ
く
、
国
は
Ｉ
Ｔ
導
入
補

助
金
を
実
施
し
て
き
た
。

　
今
年
で
３
年
目
と
な
る
が
、
補
助

金
を
活
用
し
た
企
業
か
ら
は
、
様
々

な
成
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ｔ
導
入
を
良
い
機
会
に

経
営
改
革
に
動
く
例
も

　「
運
送
業
用
の
勤
怠
管
理
シ
ス
テ

ム
で
、
法
令
を
守
り
つ
つ
効
率
的
な

労
務
管
理
が
実
現
し
ま
し
た
」

　
東
京
都
の
運
送
業
・
彦
新
で
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
務
管
理
を
法
令
に

沿
っ
て
確
実
に
実
施
す
る
べ
く
、
Ｉ

Ｔ
ツ
ー
ル
を
導
入
。
条
例
で
定
め
ら

れ
た
上
限
時
間
に
近
づ
く
と
ア
ラ
ー

ト
が
出
て
、「
う
っ
か
り
」も
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
。

　
こ
の
Ｉ
Ｔ
活
用
を
き
っ
か
け
に
、

さ
ら
に
労
働
環
境
の
整
備
を
進
め
て

い
る
と
い
う
。

　
愛
知
県
の
エ
コ
建
築
考
房
で
は
、

「
残
業
は
当
た
り
前
と
い
う
風
潮
で
は

い
け
な
い
」と
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
行
。
勤
怠
管
理
も
実
施
し
、
意
識

改
革
が
進
ん
で
い
る
。

　
一
方
、「
事
業
承
継
へ
の
体
制
が
整

い
ま
し
た
」と
微
笑
む
の
は
広
島
県

の
河
内
建
設
だ
。

　
顧
客
に
喜
ん
で
も
ら
う
家
を
建
て

る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
顧
客
情
報
を
、

効
率
的
に
管
理
す
る
こ
と
に
成
功
。

会
社
の
財
産
を
、
後
継
者
と
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
当
初
の
目
的
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

事
業
承
継
と
い
う
経
営
課
題
の
解
決

に
も
踏
み
出
せ
た
の
で
あ
る
。

　
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
経
営
へ
、

発
想
の
転
換
と
生
産
性
向
上
へ
の
Ｉ

Ｔ
活
用
を
実
行
し
て
い
き
た
い
。

付加価値額を増やし、高い給与を払える会社が選ば
れ、消費を活性化する。

安い給与で人を雇えば
利益がでる

売上を伸ばすには
長時間働けばよい

いざとなれば
人海戦術だ

商売とは、人のつながり、
つまりアナログである

技術は、先輩の後ろ姿
から盗み取るものだ

これまで 新しい時代

生活形態・時代は変わった。長時間残業できる人は
いない前提で、一定内の時間でいかに成果を上げる
かが経営手腕

その手はもう使えない。効率よく仕事を進める仕組み
を作り、ITに任せられるところは自動化・効率化

ある面正しい。しかしITは社会インフラとなり、スマホ
ネイティブ世代も増えている。思い切ったIT化と人が
担う部分のバランスがカギ

熟練する前にベテランが退職してしまう。何年も修行
していると時代のスピードに追い付かない。ITも使っ
てノウハウをしっかり伝承

モバイル

RPA

IoT

自動化

業種別
ITツール
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　「
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
、“
せ
っ
か
ち

君
”よ
り“
の
ん
び
り
君
”が
向
い
て

い
ま
す
。
急
が
ば
回
れ
、
な
の
で
す
」

　
こ
れ
は
、
鉄
製
品
や
食
品
の
運
送

を
手
掛
け
る
彦
新（
東
京
都
江
戸
川

区
）の
三
代
目
・
彦
田
敬
輔
社
長
が

意
識
し
て
い
る
採
用
方
針
だ
。

　
価
格
競
争
が
激
し
い
運
送
業
界
に

あ
っ
て
、
同
社
は
顧
客
と
対
等
な
関

係
を
構
築
し
適
正
価
格
で
取
引
を
進

め
る
べ
く
、「
預
か
り
品
を
預
か
っ
た

状
態
で
安
全
に
先
方
に
お
届
け
す

る
」サ
ー
ビ
ス
品
質
を
重
視
し
て
い

る
。
設
立
66
年
を
迎
え「
1
0
0
年

企
業
を
目
指
し
会
社
を
長
く
継
続
で

き
る
経
営
」が
ポ
リ
シ
ー
だ
。

　
現
在
は
関
東
、
中
部
エ
リ
ア
を
中

心
に
荷
主
の
依
頼
に
対
応
。
営
業
所

2
か
所
に
計
37
台
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
は

フ
ル
稼
働
で
あ
る
。

　
課
題
と
な
っ
て
い
た
の
が
ド
ラ
イ

バ
ー
の
勤
怠
管
理
で
あ
る
。

　
長
年
業
務
を
指
揮
し
て
い
る
取
締

役
の
大
久
保
正
氏
は
次
の
よ
う
に
説

明
す
る
。

　「
大
型
免
許
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
最

大
勤
務
時
間
が
1
日
16
時
間
ま
で
、

そ
の
回
数
や
イ
ン
タ
ー
バ
ル
時
間
も

細
か
く
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
営
業

所
か
ら
日
報
が
集
ま
り
集
計
し
た
後

に
時
間
オ
ー
バ
ー
に
気
づ
く
の
で
は

遅
く
、
事
務
効
率
も
悪
い
の
で
、
シ

ス
テ
ム
化
が
必
要
で
し
た
」

上
限
時
間
に
近
づ
く
と
ア
ラ
ー
ト

法
令
順
守
の
シ
フ
ト
に

　
で
は
、ど
ん
な
I
T
ツ
ー
ル
が
よ
い

か
。
推
進
役
を
担
っ
た
彦
田
佳
子
氏

は
、I
T
導
入
補
助
金
の
存
在
を
知

り
、
適
用
サ
ー
ビ
ス
か
ら
ロ
ジ
勤
怠
シ

ス
テ
ム
社
の「
勤
怠
ド
ラ
イ
バ
ー
」を
選

ん
だ
。2
0
1
8
年
秋
に
無
事
導
入
。

　「
運
送
業
の
方
が
作
っ
た
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
た
め
、
業
界
で
求
め
ら
れ

る
機
能
が
備
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

I
T
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
足
を
運
ん
で
使
い
方
を
教
え

て
く
だ
さ
る
の
で
、
助
か
り
ま
し
た
」

と
振
り
返
る
。

　
同
シ
ス
テ
ム
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等

に
よ
る
打
刻
入
力
に
対
応
し
、
勤
務

実
績
が
自
動
計
算
さ
れ
る
。
勤
務
時

間
が
法
令
の
上
限
に
近
づ
く
と
ア

ラ
ー
ト
が
発
せ
ら
れ
る
の
で
、「
う
っ

か
り
」を
防
ぎ
、
先
手
を
打
っ
て
シ
フ

ト
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
監
査
時
は
勤
務
実
績
表
を
プ
リ
ン

ト
す
れ
ば
記
録
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド
型
で
あ
る
た
め
、

各
営
業
所
の
状
況
を
本
社
か
ら
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
確
認
可
能
と
な
り
、
事

務
作
業
の
効
率
化
に
よ
り
、
本
来
業

務
に
専
念
で
き
る
時
間
が
増
え
た
。

　
2
0
1
9
年
4
月
か
ら
の
働
き
方

改
革
関
連
法
改
正
に
も
対
応
。
人
材

採
用
時
に
、
休
暇
や
残
業
に
つ
い
て

質
問
さ
れ
た
場
合
は
自
信
を
も
っ
て

回
答
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
た
だ
、
彦
田
社
長
は「
I
T
で
効

率
化
し
つ
つ
ア
ナ
ロ
グ
の
部
分
を
残

す
こ
と
も
大
切
」と
指
摘
す
る
。
燃

費
の
計
算
な
ど
は
、
自
ら
手
を
動
か

す
ほ
う
が
意
識
に
残
り
や
す
い
か
ら

だ
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
彦
新
ら

し
さ
で
も
あ
る
。

　
今
回
の
I
T
ツ
ー
ル
導
入
を
き
っ

か
け
に
、
同
社
は
さ
ら
な
る
労
働
環

境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ

の
一
つ
は
、「
会
社
の
経
営
状
況
の
積

極
的
な
開
示
に
よ
る
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

と
決
算
賞
与
の
取
り
組
み
」（
彦
田
佳

子
氏
）と
い
う
か
ら
楽
し
み
だ
。

　
従
業
員
が
よ
り
意
欲
を
も
っ
て
働

け
る
1
0
0
年
企
業
へ
、
新
た
な
歩

み
が
始
ま
っ
た
。

特 集新時代へのIT活用特 集

ド
ラ
イ
バ
ー
の
勤
怠
把
握
で
法
令
に
先
手

よ
り
良
い
労
働
環
境
目
指
し
さ
ら
な
る
改
善
へ

利用中のシステムイメージ

トラックは37台。
ワイドウイング車
も保有

会 社 概 要

株式会社 彦新
東京都江戸川区 一之江 8-19-6  彦新ビル 2F
●営業所2か所
●設立： 1953年 
●従業員数：35名
●事業内容： 鉄製品や食品等の運送。保有車

両は37台
●URL：http://www.hikoshin.com/

「100年企業」へ
代表取締役　彦田敬輔氏（写真中央）　
取締役　大久保正氏（右）
彦田佳子氏（左）

IT 導入
補助金
活用事例

東
京
都
江
戸
川
区
・
貨
物
運
送
業

　彦
新
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住
宅
建
築
の
工
法
は
こ
の
20
〜
30

年
で
大
き
く
様
変
わ
り
し
た
。
ユ

ニ
ッ
ト
バ
ス
に
代
表
さ
れ
る
既
成
品

を
組
み
立
て
る
乾
式
工
法
が
採
用
さ

れ
、
工
期
も
短
縮
傾
向
だ
。

　
こ
の
中
に
あ
っ
て
、
木
造
建
築
の

良
さ
を
大
切
に
し
続
け
地
域
の
信
頼

を
集
め
る
の
が
、
広
島
県
広
島
市
の

河
内
建
設
で
あ
る
。

　「
住
む
人
の
体
調
に
合
わ
せ
た
家
づ

く
り
の
大
切
さ
、
地
元
内
地
材
を
使

う
良
さ
を
丁
寧
に
説
明
し
、
日
本
の

風
土
に
合
う
湿
式
工
法
に
よ
る“
呼

吸
す
る
家
”を
建
て
て
い
ま
す
」

　
代
表
取
締
役
の
先
本
民
治
氏
は
経

営
姿
勢
を
こ
の
よ
う
に
話
す
。
民
間

住
宅
の
建
設
・
リ
フ
ォ
ー
ム
の
ほ
か
、

寺
社
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
手
掛
け
る
。

　
先
本
社
長
は
70
代
で
あ
る
が
、「
人

の
頭
で
対
応
で
き
る
範
囲
は
限
ら
れ

る
。
Ｉ
Ｔ
を
使
っ
て
業
務
管
理
を
し

よ
う
」と
、
積
極
的
に
パ
ソ
コ
ン
に
向

か
っ
て
き
た
。
た
だ
、
デ
ー
タ
が
増
え

情
報
を
探
し
出
す
の
に
時
間
を
要
す

る
よ
う
に
な
り
、
２
０
１
８
年
末
に

は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
サ
ポ
ー
ト
が
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
の
リ

プ
レ
ー
ス
が
気
が
か
り
だ
っ
た
。

　
加
入
し
て
い
る
五
日
市
商
工
会
の

会
報
に「
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
」の
案

内
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け

る
と
、「
こ
れ
だ
」と
思
い
、
３
月
に

商
工
会
を
訪
問
し
た
。

　
担
当
の
森
岡
将
志
氏
は
制
度
の
概

要
を
説
明
し
、「
具
体
的
な
導
入
に
進

む
に
は
、
専
門
家
に
相
談
し
た
ほ
う

が
よ
い
」と
の
判
断
か
ら
、
コ
ネ
ク

シ
ョ
ン
の
あ
っ
た
広
島
市
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
・
中
小
企
業
支
援
セ
ン

タ
ー
の
情
報
担
当
・
姫
野
三
樹
氏

（
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
）を
交
え
て

の
導
入
支
援
へ
と
歩
を
進
め
た
。

二
つ
の
業
務
課
題
を

ど
う
シ
ス
テ
ム
化
す
べ
き
か

　
先
本
社
長
が
シ
ス
テ
ム
に
求
め
た

の
は
顧
客
情
報
の
管
理
と
工
事
ご
と

の
利
益
把
握
だ
っ
た
。

　
と
な
れ
ば
一
般
的
に
は
、
工
事
原

価
管
理
の
シ
ス
テ
ム
が
候
補
に
挙
が

る
が
、
導
入
し
た
の
は
、
顧
客
管
理

シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
。
そ
の
経
緯
を
姫

野
氏
は
次
の
よ
う
に
打
ち
明
け
る
。

　「
先
本
社
長
は
膨
大
な
顧
客
情
報

を
記
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
会
社

の
核
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、建
設

業
向
け
の
積
算
ソ
フ
ト
は
情
報
項
目

が
多
す
ぎ
、
か
え
っ
て
使
い
に
く
い

印
象
で
し
た
。
そ
こ
で
、
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
が
容
易
な
ク
ラ
ウ
ド
型
の
顧
客
管

理
シ
ス
テ
ム
を
メ
イ
ン
と
し
ま
し
た
」

　「
蓄
積
さ
れ
た
顧
客
情
報
」と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

　「
建
築
業
は
、
そ
の
家
を
解
体
す
る

ま
で
関
与
し
ま
す
。
10
年
、
20
年

経
っ
て
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
と

き
も
、
施
主
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
方

で
あ
り
、
家
族
関
係
や
好
み
、
お
怪

我
や
ご
病
気
の
状
況
、
ま
た
電
球
が

い
つ
切
れ
た
か
ま
で
、
理
解
し
て
対

応
す
る
よ
う
、
記
録
し
て
き
ま
し
た
」

　
先
本
社
長
は
、
満
足
度
の
高
い
家

づ
く
り
に
、
顧
客
の
情
報
管
理
は
欠

か
せ
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

地
元
Ｉ
Ｔ
企
業
と
の
二
人
三
脚

情
報
を
探
す
時
間
は
１
／
５
に

　
選
定
さ
れ
た
顧
客
管
理
シ
ス
テ
ム

は
デ
ィ
ー
エ
ス
ア
ー
ル
の「
Ｃ
Ｒ
Ｍ

ｉ
Ｓ（
ク
ラ
ミ
ス
）」で
あ
っ
た
。
同

社
の
田
中
隆
二
社
長
は
、「
大
量
の

デ
ー
タ
を
蓄
積
し
お
客
様
に
真
摯
に

向
き
合
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
大
事
な
デ
ー
タ
を

一
つ
も
漏
ら
さ
ぬ
よ
う
し
っ
か
り
移

行
を
進
め
ま
し
た
」と
振
り
返
る
。

　
工
事
ご
と
の
利
益
管
理
は
、
顧
客

管
理
画
面
に
原
価
・
利
益
管
理
の
Ｅ

ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
フ
ァ
イ
ル
を
紐
づ
け
、
呼

び
出
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
選
び
に
あ
た
り
姫

野
氏
が
重
視
し
た
の
は
、
地
元
の
広

島
に
本
社
が
あ
り
、
技
術
力
に
定
評

が
あ
る
点
だ
。
ネ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
の

み
で
な
く
、
い
ざ
と
い
う
と
き
来
て

も
ら
え
る
距
離
感
は
、
業
務
に
お
け

る
Ｉ
Ｔ
利
用
で
は
大
切
に
し
た
い
ポ

イ
ン
ト
だ
。

　
デ
ィ
ー
エ
ス
ア
ー
ル
で
は
、
導
入

時
に
毎
週
１
時
間
程
度
の
訪
問
講
習

を
実
施
し
、
円
滑
な
活
用
推
進
を
支

え
た
。

　
２
０
１
８
年
秋
、
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助

金
に
無
事
採
択
さ
れ
、
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
開
始
し
て
か
ら
約
半
年
。
河

内
建
設
で
は
過
去
30
年
以
上
の
顧
客

デ
ー
タ
の
移
行
が
完
了
し
、
顧
客
ご

と
の
問
い
合
せ
や
作
業
履
歴
な
ど
、

デ
ー
タ
を
す
べ
て
新
シ
ス
テ
ム
で
一

元
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
必
要
な
情
報
を
探
し
出
す
た
め
の

時
間
は
従
来
比
５
分
の
１
に
。
顧
客

か
ら
の
電
話
や
訪
問
時
に
、
過
去
に

聞
い
た
話
を
踏
ま
え
て
会
話
す
る
と

驚
か
れ
、
信
頼
感
が
さ
ら
に
増
し
て

い
る
と
い
う
。

　
社
長
の
パ
ソ
コ
ン
に
入
っ
て
い
た

情
報
を
ク
ラ
ウ
ド
で
共
有
可
能
に
し

た
こ
と
で
、
事
業
承
継
の
目
途
が

た
っ
た
の
も
う
れ
し
い
成
果
だ
。

　「
新
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
は“
秘
蔵

の
宝
”で
す
。
こ
れ
を
媒
体
に
し
な
が

ら
二
代
目
な
ら
で
は
の
成
長
を
目
指

し
て
ほ
し
い
」

　
先
本
社
長
は
静
か
な
口
調
な
が
ら

手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
表
情
で
こ

う
語
っ
た
。

　
顧
客
に
支
持
さ
れ
る
会
社
が
い
か

に
長
く
事
業
を
続
け
ら
れ
る
か
。
人

口
減
の
時
代
を
迎
え
、
企
業
自
身
の

挑
戦
は
も
と
よ
り
、
各
地
域
の
支
援

力
も
問
わ
れ
て
い
る
。

〇〇様
対応履歴
工事内容
メモ…

河内建設のIT活用と地域の支援

　当商工会の会員数は2000近くに上りますが、
常に危機感を持ち、入会していただくメリットを
具体的に提供するよう心がけています。
　小規模事業者持続化補助金が実施され、その
PRとともに融資相談も増え、ある程度支援が進
んできたところ、2017年からIT導入補助金が始
まりました。ITを活用することで省力化・効率化
ができることを訴え、活用を増やしていきたいと
考えています。
　実施にあたってはITの専門家との連携が不可
欠といえます。（談）

情報提供と前さばきIT導入アドバイス・ITサービス選び

ITベンダー

五日市商工会

　本ケースは、ITシステムにより生産性の向上
を目指す、IT導入補助金の趣旨にも沿うもので
した。まず、先本社長の思いや既存のソフトに
ついてヒヤリングを行い、費用面、使い勝手を
大きく変えずに導入できるもの、データのバッ
クアップ、さらに寄り添ってサポートしていただ
けることなどを加味して、専門家の立場からIT
サービスを推薦しました。
　ここまでしっかりとデータを活用されている
ケースは珍しく、参考になるIT活用例だと考え
ています。（談）

公益財団法人広島市産業振興センター　中小企業支援センター

　我々が留意した点は、
今までの流れをくみ取っ
て運用をあまり変えずに
導入できること、また移
行プログラムを用いて、
豊富なデータを間違いな
く新システムに移すこと
でした。
　今後は、システムの力
をより活用していただく
ようなご提案もしていき
ます。（談）

森岡将志氏コーディネータ
（情報担当）

姫野三樹氏
（ITコーディネータ）

代表取締役社長

田中隆二氏

連携

推薦 顧客管理システムの活用で信頼度をさらにアップ

様々な情報
（建築・工事履歴、
好み、家族構成…）

クラウド型
顧客管理システム
「CRMiS」

工事ごとの
積算・利益管理

Excel

顧客 先本社長

データ

きめ細かい
対応

後継者と共有

顧客満足度
アップ

顧客に合った
家づくり

業務効率化

情報共有

ディーエスアール

蓄
積
し
て
き
た
顧
客
情
報
は
“
秘
蔵
の
宝
”
！

一
元
管
理
・
共
有
で
、
事
業
承
継
も
見
え
て
き
た

代表取締役　先本民治氏

木のぬくもりが温かい本社は、
山間に立つ

支援機関、専門家とともに
特 集新時代へのIT活用特 集

会 社 概 要

有限会社河内建設
広島県広島市佐伯区五日市町上小深川432-1
●設立：�1989年�
●従業員数：6名
●事業内容：�建築（木造戸建て、リフォーム）。

国内の木を使い、湿式で呼吸する
家を提案している。顧客からの紹
介で依頼が続く

IT 導入
補助金
活用事例

広島県広島市・木造建築　河内建設
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革改方き働
ITツール活用

時代に即した特 集

2
0
1
9
年
4
月
か
ら
働
き

方
改
革
関
連
法
が
順
次
施

行
さ
れ
、
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
義

務
化
や
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
、

労
働
時
間
の
適
正
把
握
の
義
務
化

等
々
へ
の
対
応
が
必
然
と
な
っ
た
。

　
紙
や
表
計
算
ソ
フ
ト
で
出
退
勤
管

理
、
休
暇
申
請
・
承
認
な
ど
を
行
っ

て
い
る
場
合
は
業
務
負
荷
が
ま
す
ま

す
重
く
な
る
し
、
手
作
業
ゆ
え
の
ミ

ス
も
起
こ
り
や
す
い
。
こ
の
機
に
、

I
T
活
用
で“
紙
の
電
子
化
”と“
作

業
の
自
動
化
”を
図
っ
て
み
て
は
ど

う
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
の

利
用
に
は
、
省
力
化
以
上
の
効
果
も

あ
る
。

　
オ
ー
ビ
ッ
ク
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト（
O
B
C
）の「
奉
行
E
d
g
e 

勤
怠
管
理
ク
ラ
ウ
ド
」を
活
用
し
て

成
果
を
挙
げ
て
い
る
企
業
と
し
て
、

愛
知
県
一
宮
市
の
住
宅
建
設
業
・
エ

コ
建
築
考
房
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

─ 

◆ 

─ 

◆ 

─ 

◆ 

─

健
康
に
暮
ら
せ
る
家
づ
く
り
で

売
上
も
社
員
数
も
大
幅
増

　
一
宮
市
に
あ
る
エ
コ
建
築
考
房
の

本
社
兼
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
は
、
1
0
0 

％
無
垢
の
国
産
木
材
、
壁
や
断
熱
材

も
自
然
素
材
だ
け
を
使
っ
て
建
て
ら

れ
て
い
る
。
名
古
屋
市
と
春
日
井
市

の
ハ
ウ
ジ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
展
示
し

て
い
る
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
も
、
も
ち
ろ

ん
同
社
が
受
注
し
て
建
て
た
家
も
同

様
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
木
の
香
り
と

温
も
り
が
満
ち
溢
れ
て
い
る
。

　「
ベ
ニ
ヤ
、
合
板
、
ビ
ニ
ー
ル
ク
ロ

ス
と
い
っ
た
新
建
材
は
、
接
着
剤
や

化
学
薬
品
が
人
体
に
影
響
を
及
ぼ
す

危
険
が
あ
る
た
め
絶
対
に
使
い
ま
せ

ん
」と
、
2
代
目
社
長
の
喜
多
茂
樹

氏
は
話
す
。
そ
も
そ
も
は
義
父
で
あ

る
髙
間
利
雄
氏（
現
・
取
締
役
顧
問
）

が
1
9
9
8
年
、『
人
が
笑
顔
で
健

康
に
暮
ら
せ
る
家
を
つ
く
り
た
い
』と

い
う
強
い
想
い
で
創
業
し
た
。

　
同
社
が
設
計
・
施
工
す
る
家
の
価

格
帯
は
、
一
般
の
工
務
店
が
建
て
る

家
の
平
均
単
価
よ
り
も
上
に
な
る
が
、

そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
共
感
す
る
フ
ァ

ン
＝
顧
客
は
着
実
に
増
え
て
い
る
。

　
大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
に
交
じ
っ
て

ハ
ウ
ジ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
出
展
し
た

こ
と
も
認
知
度
向
上
や
付
加
価
値
の

訴
求
に
効
果
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、

「
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
住
宅
見

学
会
も
フ
ァ
ン
の
増
加
に
結
び
つ
い

て
い
ま
す
」と
、
総
務
部
広
報
・
企
画

グ
ル
ー
プ
の
堀
江
省
吾
氏
は
言
う
。

　
売
上
は
右
肩
上
が
り
で
伸
び
、
そ

れ
に
伴
っ
て
社
員
数
も
飛
躍
的
に
増

え
た
。
喜
多
社
長
は
、「
正
社
員
の
業

務
軽
減
や
多
様
な
働
き
方
、
考
え
方

が
増
え
る
よ
う
に
パ
ー
ト
社
員
を
積

極
的
に
採
用
し
た
こ
と
が
人
員
増
の

一
番
の
要
因
で
す
」と
説
明
す
る
。
人

数
は
40
名
規
模
に
増
え
た
。

働
き
方
の
大
改
革
を
決
断

労
務
管
理
の
仕
組
み
も
整
備

　
地
域
で
存
在
感
を
示
せ
る
ほ
ど
に

企
業
は
成
長
し
た
が
、
労
務
管
理
の

仕
組
み
は
旧
態
依
然
の
ま
ま
だ
っ
た
。

　「
勤
怠
の
管
理
に
は
無
頓
着
で
し
た

し
、
残
業
は
当
た
り
前
と
い
う
風
潮

も
あ
り
ま
し
た
」と
、
喜
多
社
長
は
振

り
返
る
。
若
手
社
員
が
増
え
て
も
、

長
年
の
企
業
風
土
は
変
わ
ら
な
か
っ

た
。

　
し
か
し
、
喜
多
社
長
は「
こ
の
ま
ま

で
は
い
け
な
い
」と
思
っ
た
。
社
員
の

本
音
を
探
ろ
う
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
労
働
時
間
や
勤
怠

管
理
に
関
す
る
不
満
も
顕
在
化
し

た
。
そ
こ
で
、「
社
員
の
た
め
、
ま
た

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
側
面
か
ら
も

改
革
を
行
う
べ
き
」
と
決
意
し
、

「
E
C
O 

W
O
R
K
2
0
2
0
」
と

銘
打
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
。

ま
ず
は
2
0
1
7
年
、
20
時
退
社
・

木
曜
日
17
時
退
社
を
制
度
化
。
そ
し

て
2
0
1
8
年
に
は
社
員

の
労
働
状
況
を
正
確
に
把

握
す
べ
く
、
勤
怠
管
理
の
シ

ス
テ
ム
化
に
取
り
組
ん
だ
。

　
導
入
シ
ス
テ
ム
は
、
税
務

や
労
務
の
支
援
を
依
頼
し

て
い
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

会
社
の
勧
め
で
O
B
C
の

「
奉
行
E
d
g
e 

勤
怠
管

理
ク
ラ
ウ
ド
」に
決
め
た
。

2
0
1
8
年
の
I 

T
導
入

補
助
金
を
利
用
し
て
コ
ス
ト
負
担
も

軽
減
で
き
た
。

　
2
0
1
8
年
7
月
か
ら
社
員
数
名

で
試
験
運
用
を
開
始
。
同
年
10
月
か

ら
本
格
稼
働
さ
せ
た
。

全
員
が
シ
ス
テ
ム
化
を
評
価

労
働
時
間
へ
の
意
識
も
向
上

　
出
退
勤
の
打
刻
、
直
行
直
帰
や
休

日
出
勤
、
有
給
休
暇
あ
る
い
は
打
刻

漏
れ
の
申
請
・
承
認
な
ど
は
、
以
前

か
ら
各
社
員
に
支
給
し
て
い
る
i

 
P
 

h
o
n
e
で
行
え
る
よ
う
に
し
た
。

　
利
用
現
場
で
は
、
打
刻
操
作
は
す

ん
な
り
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

　
勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
に
は
、
各
種

申
請
手
続
き
な
ど
、
法
令
に
沿
っ
た

標
準
的
な
業
務
フ
ロ
ー
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
の
も
メ
リ
ッ
ト
だ
。

　
同
社
で
は
未
体
験
の
こ
と
も
あ

り
、
各
種
の
申
請
・
承
認
作
業
の
習

慣
化
に
は
時
間
を
か
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

　「
特
に
打
刻
漏
れ
で
事
務
作
業
が

発
生
す
る
こ
と
も
ま
だ
あ
る
」（
堀
江

氏
）と
い
う
。
労
務
管
理
を
担
当
す

る
総
務
・
経
理
の
藤
安
直
子
氏
は
、

「
き
ち
ん
と
打
刻
や
申
請
を
し
て
い
な

い
と
、
勤
務
時
間
の
集
計
時
に
打
刻

漏
れ
や
休
日
出
勤
の
未
申
請
に
よ
る

エ
ラ
ー
が
出
る
の
で
、
わ
か
ら
な
い

と
き
も
あ
り
ま
し
た
」と
吐
露
す
る
。

そ
う
し
た
際
に
は
、
す
ぐ
に
O
B
C

の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。「
パ
ソ
コ
ン
画

面
を
共
有
し
て
遠
隔
か
ら
作
業
を
支

援
し
て
く
れ
る
の
で
非
常
に
あ
り
が

た
か
っ
た
」と
い
う
。

　
新
た
な
環
境
へ
の
戸
惑
い
は
あ
っ
た

も
の
の
、「
運
用
開
始
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
、
社
員
全
員
が『
導
入
し
て
よ

か
っ
た
』、
半
数
は『
仕
事
が
改
善
さ

れ
た
』と
回
答
し
ま
し
た
。
ま
た
、
有

給
休
暇
や
休
日
出
勤
の
振
替
休
暇
も

取
り
や
す
く
な
っ
た
と
の
評
価
も
あ
り

ま
し
た
」と
堀
江
氏
は
説
明
す
る
。

　
藤
安
氏
は
、「
残
業
超
過
な
ど
勤

怠
に
関
す
る
ア
ラ
ー
ト
が
届
く
の
で
、

労
働
時
間
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ

た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
」と
言
う
。

　
喜
多
社
長
も「
い
い
家
づ
く
り
に

加
え
て
、“
い
い
会
社
づ
く
り
”も
皆

で
や
っ
て
い
こ
う
と
旗
を
振
っ
た
甲

斐
が
あ
っ
た
」と
、
確
か
な
手
応
え
を

つ
か
ん
で
い
る
。
今
後
は
休
暇
取
得

や
残
業
時
間
に
関
す
る
規
定
厳
守
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
や
週
休
2
日
制

の
導
入
検
討
な
ど
も
進
め
て
い
く
考

え
だ
。

株式会社オービック
ビジネスコンサルタント

お問い合せ先

検索奉行クラウド

URL http://www.obc.co.jp/k2/

●ご相談窓口
       0120-121-250

働
き
方
改
革
関
連
法
改
正
へ
の
対
応
を
機
会
に

時
代
に
即
し
た
勤
務
体
制
を
見
つ
け
出
す
！

新時代へのIT活用

エコ建築考房
代表取締役 社長　
喜多茂樹氏(写真左）

総務部  
広報・企画グループ　
堀江省吾氏（右）

総務・経理　
藤安直子氏（中央）

　勤務場所に合わせた多様な打刻端末を利用
可能。勤怠の申請・承認もWeb上で手軽に行
える。
　年次有給休暇の付与や残日数の計算、管理
簿の作成、残業時間の集計などを完全自動化
し、働き方改革関連法に対応した正確かつ効
率的なデータ管理を実現する。

勤怠管理業務の完全自動化を実現する
「奉行 Edge 勤怠管理クラウド」

[ 企 業 プ ロ フ ィ ー ル ]

株式会社エコ建築考房
本社：愛知県一宮市九品町4-22
事業概要：注文住宅およびリフォームの設計・施工
設立：1998年
資本金：1000万円
URL：https://ecoken.co.jp/

自然素材のみでつくられているエコ建築考房
の本社兼ショールーム

様々な手段が
利用できる

残業や
休暇など管理

確認、指導

休暇申請

出退勤記録

上長

本人

管理部門

ア
ラ
ー
ト
も

愛
知
県
・
建
設
業

エ
コ
建
築
考
房
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時代に即した

仕
事
の
効
率
を
上
げ
て
残
業
を

減
ら
し
、
オ
フ
ィ
ス
の
外
で
も

業
務
が
で
き
る
柔
軟
な
働
き
方
を
実

現
す
る
た
め
に
、
I
T
ツ
ー
ル
は
欠

か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
か
で
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
複

合
機
は
、
多
数
備
わ
っ
て
い
る
機
能

を
徹
底
的
に
使
い
こ
な
し
、
会
社
の

力
と
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　
で
は
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

ブ
ラ
ザ
ー
の
A
3
対
応
ビ
ジ
ネ
ス
イ

ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー「
M
F
C-

J
6
9
9
9
C
D
W
」を
例
に
紹
介

し
て
い
こ
う
。

ビ
ジ
ネ
ス
ニ
ー
ズ
の
高
い

A
3
対
応
、
な
の
に
低
コ
ス
ト

　「
M
F
C-

J
6
9
9
9
C
D
W
」

は
、
A
3
対
応
な
が
ら
デ
ス
ク
ト
ッ

プ
で
使
え
る
大
き
さ
で
あ
り
、カ
ラ
ー

印
刷
、
カ
ラ
ー
ス
キ
ャ
ナ
、
F
A
X
、

カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
に
対
応
。
本
体
価
格

は
オ
ー
プ
ン
だ
が
実
勢
価
格
で
10
万

円
強
、
プ
リ
ン
ト
単
価
は
モ
ノ
ク
ロ

約
0
・
7
円
／
枚
、カ
ラ
ー
約
3
・
7

円
／
枚
と
低
コ
ス
ト
で
あ
る
。「
A
3

プ
リ
ン
ト
を
し
た
い
が
コ
ス
ト
が
気

に
な
る
」と
い
う
企
業
で
も
、
手
軽
に

導
入
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
用
紙
ト
レ
イ
が
3
段
あ
り
、
コ

ピ
ー
機
の
よ
う
に
3
種
類
の
用
紙
を

ま
と
め
て
セ
ッ
ト
で
き
る
。
さ
ら
に

ス
キ
ャ
ン
す
る
原
稿
サ
イ
ズ
の
大
き

さ
や
用
紙
切
れ
情
報
は
セ
ン
サ
ー
で

自
動
通
知
さ
れ
る
た
め
、
設
定
の
作

業
が
軽
減
さ
れ
る
。

　
特
殊
用
紙
は
背
面
の
ト
レ
イ
を
利

用
す
る
。
普
通
紙
な
ら
1
0
0
枚
ま

で
セ
ッ
ト
可
能
だ
。
A
4
用
紙
を
折

ら
ず
に
封
入
で
き
る
角
2
封
筒
も
使

え
る
の
で
、
タ
ッ
ク
シ
ー
ル
を
使
わ

ず
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
宛
名
を
印
字
し
、

作
業
効
率
を
高
め
た
い
。

専
用
の
ド
ラ
イ
バ
ー
で

送
り
状
印
刷
が
簡
単
に

　
基
本
性
能
に
加
え
、
注
目
し
た
い

の
が
宅
配
便
の
送
り
状
印
刷
サ
ポ
ー

ト
機
能
で
あ
る
。

　
宅
配
便
の
送
り
状
は
、「
手
書
き
」

「
昔
購
入
し
た
ド
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー
で

印
刷
し
て
い
る
」と
い
う
企
業
が
ま

だ
ま
だ
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
最
近
は
シ
ー
ル
式
の
送
り
状
が
普

及
し
て
お
り
、
宅
配
便
各
社
か
ら
無

料
で
提
供
さ
れ
る
対
応
ソ
フ
ト
を
活

用
す
れ
ば
、
一
般
的
な
プ
リ
ン
タ
ー

で
も
印
刷
が
可
能
だ
。

　
た
だ
各
社
の
様
式
に
合
わ
せ
、
プ

リ
ン
ト
前
に
用
紙
選
択
を
は
じ
め
細

か
い
設
定
作
業
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
ブ
ラ
ザ
ー
で
は
大
手
宅

配
便
会
社
の
送
り
状
印
刷
専
用
の
プ

リ
ン
タ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
を
公
開
し
て

い
る
。
最
小
限
の
設
定
で
、バ
ー
コ
ー

ド
が
鮮
明
に
プ
リ
ン
ト
さ
れ
る
な
ど

最
適
な
印
刷
制
御
を
実
現
し
た
。

　
特
殊
用
紙
へ
の
印
刷
で
は
紙
の
向

き
や
表
裏
の
間
違
い
に
よ
り
印
刷
の

無
駄
を
出
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
点
も
プ
リ
ン
タ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー

上
で
わ
か
り
や
す
く
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
し

て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
送
付
先
の
リ
ス
ト

が
用
意
で
き
れ
ば
、
宅
配
便
の
送
り

状
を
簡
単
に
印
刷
で
き
る
の
だ
。
手

書
き
を
し
て
い
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、

印
字
の
際
に
時
間
を
要
し
て
い
た
企

業
に
も
朗
報
で
あ
る
。

人
手
を
介
さ
ず
に

ク
ラ
ウ
ド
に
デ
ー
タ
を
ア
ッ
プ

　
柔
軟
な
働
き
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト

と
し
て
は
、
ス
キ
ャ
ン
し
た
文
書
や

受
信
し
た
F
A
X
を
指
定
の
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
へ
自
動
的
に
ア
ッ
プ

す
る
ク
ラ
ウ
ド
と
の
連
携
機
能
が

便
利
だ
。
人
手
を
使
わ
ず
、
社
内
の

パ
ソ
コ
ン
も
経
由
せ
ず
、「
M
F
C-

J
6
9
9
9
C
D
W
」か
ら
ダ
イ
レ

ク
ト
に
保
存
さ
れ
る
。

　
資
料
を
ス
キ
ャ
ン
し
て
自
宅
作
業

時
に
活
用
し
た
り
外
出
先
に
い
る
担

当
者
と
共
有
し
た
り
。
ま
た
、
気
に

な
る
顧
客
か
ら
の
受
注
F
A
X
を
出

先
で
確
認
し
、
す
ぐ
に
お
礼
の
電
話

と
作
業
指
示
を
す
る
こ
と
も
可
能
に

な
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、「
M
F
C-

J
6
9
9
9
C
D
W
」は
業
務
の
効

率
化
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
し
か
し
、こ

こ
で
紹
介
し
た
の
は
ま
だ
一
部
で
あ

る
。
多
彩
な
機
能
を
徹
底
的
に
使
い

こ
な
し
て
時
間
を
生
み
出
し
、
生
産

性
の
向
上
や
働
き
方
改
革
に
役
立
て

た
い
。

　
ブ
ラ
ザ
ー
で
は
、
同
機
以
外
に
も

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
選
べ
る
よ
う
豊
富

な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
揃
え
て
い
る
。

用
途
に
応
じ
て
使
い
分
け
、
成
果
を

出
そ
う
。

ここまで効率化できる！
ブラザーのA3対応複合機「MFC-J6999CDW」使いこなし術

人の手や社内のパソコンを介さず、ダイレクトに利用中のクラウドサービスへアップ

A3両面同時スキャン、
A3カラー両面プリント

用紙カセットが３段
用紙のセット情報や
用紙切れ情報は
自動でお知らせ

プリントコストが安い！ モノクロ約0.7円/分
カラー約3.7円/分

用紙設定など細かい操作なしに、送り状の種類を選ぶだけで印刷が可能に
＊宅配便会社から提供されている送り状ソフトが必要です。

用紙の入れ方も、ガイダンスがあるから
迷わない！間違いにくい！

背面トレイは
普通紙100枚まで対応。
角2封筒なども曲げずに
プリントできる

・モバイルワークの実現を
  サポート

・外出先でも受注FAXの確認が
  でき、顧客対応や業務が
  スピードアップスキャン

＊FAX のEメール転送もできます

同僚と
シェア

Google Drive

Evernote

Dropbox
OneNote

OneDrive
etc.

Box

人の手や社内の
パソコンを介さず
ダイレクトに

ブラザー
クラウドサーバー

クラウド上で
活用

→時間の有効活用、
　仕事の効率UP！外出先で

確認

大手宅配便会社の送り状に合わせて、
専用のプリンタードライバーを用意

宅配便の送り状をラクラク印刷！（シール型）1

届いたFAXを外出先でも確認できる2 スキャンしたデータをそのままクラウドで共有3

専用サイト https://www.brother.co.jp/product/printer/special/okurijo/index.aspx

受信したFAX

特 集

ブラザー販売株式会社
コールセンター

お問い合せ先

URL http://www.brother.co.jp/

TEL：0570-061017

宅
配
便
の
伝
票
、
ま
だ
手
書
き
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

複
合
機
の
使
い
こ
な
し
で
時
間
を
生
み
出
す
！

新時代へのIT活用
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5
　
経
済
産
業
省
は
、
２
０
１
９
年
１
月
〜

３
月
、
中
小
企
業
に
関
わ
る
支
援
者
向
け

の
Ｉ
Ｔ
活
用
研
修
会「
プ
ラ
ス
Ｉ
Ｔ
研

修
・
実
践
編
」を
支
援
機
関
・
Ｉ
Ｔ
ベ
ン

ダ
ー
の
コ
ー
ス
に
分
け
て
、
開
催
し
た（
全

国
19
か
所
、
30
回
）。

　
支
援
機
関
向
け
に
は
、
日
常
の
経
営
相

談
に
お
い
て
Ｉ
Ｔ
の
活
用
が
有
効
な
ケ
ー

ス
で
専
門
家
に
つ
な
ぐ「
前
さ
ば
き
」に
役

立
つ
情
報
を
提
供
。
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
向
け

に
は
、
中
小
企
業
の
経
営
や
、
経
営
者
の

状
況
、
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
活
用
企
業
の
実

際
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
Ｉ
Ｔ
活
用
の
推
進
に
あ
た
り
、
支
援
者

側
が「
気
が
付
い
て
つ
な
ぐ
」こ
と
が
で
き

る
か
否
か
は
、
今
後
も
大
事
な
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
。

　
小
規
模
事
業
者
が
販
路
開
拓
等
に
取
り

組
む
際
の
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る「
小

規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」。

　
対
象
費
用
が
最
大
50
万
円
ま
で
、
補
助

率
２
／
３
で
補
助
さ
れ
る
。

　
２
０
１
９
年
５
月
８
日
現
在
、

商
工
会
議
所
地
区
で
事
業
を
営
む

小
規
模
事
業
者
向
け
の
募
集
が
始

ま
っ
て
い
る（
商
工
会
管
轄
は

追
っ
て
公
表
）。
締
め
切
り
は

２
０
１
９
年
６
月
12
日
。
商
工
会

議
所
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
取
り

組
む
事
業
で
あ
る
こ
と
が
条
件
。

　
中
小
企
業
庁
は
、
中
小
企
業
の
生
産
性

向
上
に
資
す
る
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
提
供
す
る
Ｉ

Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
等
を
認
定
す
る「
ス
マ
ー
ト
Ｓ

Ｍ
Ｅ
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
実
施
し
て
い
る
。

　
中
小
企
業
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
Ｉ
Ｔ

ツ
ー
ル
の
開
発
を
促
す
と
と
も
に
、
中
小

企
業
が
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
や
Ｉ
Ｔ

ツ
ー
ル
を
選
定
す
る
た
め
に
必
要

な
情
報
を
取
得
で
き
る
。
認
定
さ

れ
る
と
登
録
番
号
入
り
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
が
提
供
さ
れ
る
。

　
例
え
ば
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

を
契
約
す
る
際
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
体
制
や

デ
ー
タ
の
二
次
利
用
へ
の
姿
勢
は
ど
う

か
、
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
経
済
産
業
省
は
、
２
０
１
９
年
10
月
１

日
の
消
費
税
率
引
上
げ
に
対
す
る
需
要
平

準
化
対
策
と
し
て
、
消
費
税
率
引
上
げ
後

の
９
カ
月
間（
２
０
２
０
年
６
月
ま
で
）に

限
り
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
よ

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
手
段
を
使
っ
た
ポ
イ

ン
ト
還
元
を
支
援
す
る
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
電
子
マ
ネ
ー
、Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
な
ど
電
子
的
に
繰
り
返
し
利
用

で
き
る
決
済
手
段
。

　
２
０
１
９
年
４
月
現
在
、
次
の
こ
と
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

①
消
費
者
還
元
５
％

②
加
盟
店
手
数
料
率
３
・
25
%
以
下
へ
の

引
下
げ
を
条
件
と
し
、
さ
ら
に
国
が
そ
の

１
／
３
を
補
助

③
中
小
企
業
の
負
担
ゼ
ロ
で
端
末
導
入

（
１
／
３
を
決
済
事
業
者
、
残
り
２
／
３

を
国
が
補
助
）

　
決
済
端
末
の
導
入
費
用
が
０
円
に
な
る

の
で
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
負
担
が
大
き
い

と
い
わ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
決
済
を
導

入
す
る
に
は
良
い
チ
ャ
ン
ス
と
い
え
る
。

プラスIT研修＜実践編＞、
小規模事業者持続化補助金等
IT導入補助金2019スタート

　
２
０
１
９
年
も
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
が
実

施
さ
れ
る（
事
務
局
：
一
般
社
団
法
人

サ
ー
ビ
ス
デ
ザ
イ
ン
推
進
協
議
会
）。

　
今
年
で
3
年
目
と
な
る
が
、
昨
年
か
ら

変
更
点
も
あ
る
。

　
補
助
率
１
／
２
は
変
わ
ら
な
い
も
の

の
、
補
助
額
下
限
が
40
万
円
、
上
限
が

４
５
０
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
二
類
型

で
実
施
。
ま
た
、
単
純
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

作
成
す
る
の
み
の
場
合
は
対
象
外
に
な
る
。

　
２
０
１
９
年
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
複
数

の
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
ま
た
い
で
の
Ｉ
Ｔ
活

用
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
な
ど
、
単
機
能
で
は
な
く
会

社
全
体
の
生
産
性
向
上
に
寄
与
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。
こ
こ
で
言
わ
れ
る「
生
産

性
」と
は
業
務
効
率
の
こ
と
で
は
な
く
、従

業
員
数
当
た
り
の
粗
利
益
率
の
こ
と
。
つ

ま
り
売
上
増
と
コ
ス
ト
削
減
の
双
方
を
指

し
て
い
る
。

　
対
象
と
な
る
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
は
、
あ
ら
か

じ
め
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
事
務
局
に
登
録
さ

れ
て
い
る
も
の
と
な
る
。

　
Ｉ
Ｔ
導
入
を
検
討
中
の
企
業
は
利
用
す

る
と
よ
い
だ
ろ
う
。
本
誌
５
〜
９
ペ
ー
ジ

に
事
例
紹
介
し
た
よ
う
に
、
補
助
金
を
良

い
き
っ
か
け
に
、
改
革
を
進
め
て
い
る
企

業
が
続
々
登
場
し
て
い
る
。

　
補
助
額
下
限
の
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
合
計

額
が
80
万
円
以
上
の
Ｉ
Ｔ
投
資
が
補
助
対

象
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
小
規
模
事
業

者
で
あ
り
、80
万
円
未
満
の
Ｉ
Ｔ
投
資
や
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
を
行
う
場
合
は
、
小

規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
を
活
用
し

た
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
補
助
金
の
利
用
は

目
的
で
は
な
い
。
補
助
金
が
な
く
て
も
実

施
で
き
る
Ｉ
Ｔ
導
入
計
画
を
立
て
、
社
会

の
変
化
に
乗
り
つ
つ
、
経
営
効
果
を
出
し

て
い
き
た
い
。

　
5
月
以
降
、
説
明
会
が
各
地
で
開
催
さ

れ
る
ほ
か
、「
プ
ラ
ス
Ｉ
Ｔ
フ
ェ
ア
」を
大

阪
、
東
京
で
開
催
し
、
I
T
ツ
ー
ル
に
触

れ
る
機
会
の
提
供
、
Ｉ
Ｔ
活
用
事
例
や
施

策
情
報
の
共
有
を
行
っ
て
い
く
。

　
プ
ラ
ス
Ｉ
Ｔ
フ
ェ
ア
東
京
は
、
5
月
27

日（
金
）開
催
。

支援情報 瓦版（2019年5月）

支
援
者
が
I
T
を
学
ぶ

プ
ラ
ス
I
T
研
修

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

ス
マ
ー
ト
Ｓ
Ｍ
Ｅ
サ
ポ
ー
タ
ー

キ
ャッ
シ
ュレ
ス
・
消
費
者
還
元
事
業

http://h30.jizokukahojokin.info/https://smartsme.go.jp/

https://cashless.go.jp/お問い合せ先　URL：https://www.it-hojo.jp/

＜補助額の違いによる二つの類型＞

補助上限額・下限額
公募期間
採択予定日

効果報告

A類型 B類型
上限額：150 万円 未満 　下限額：40 万円 以上 上限額：450 万円　下限額：150 万円以上
5月27日(月)～6月12日(水) 5月27日(月)～6月28日(金)

6月26日（水） 7月16日（火）

2020年4月から2022年4月までの3年間のうち、各年
1回ずつ報告（計3回）

2020年4月から2024年4月までの5年間毎年1回ずつ
報告 （計5回）

＜対象となるITツール＞
メインは8つの業務プロセスのいくつかを満たす業務パッケージ、効率化パッケージ、汎用パッケージからなるソフトウェア。これにともな
うオプションと役務も対象。　
・A類型、B類型によりいくつの分野を満たせばよいか条件が決められている。
・A類型は業務パッケージから1つ以上、ソフトウェア全体から計2つ以上のプロセスが選択されていること。B類型は業務パッケージから3つ以上、全体
から5つ以上の業務プロセスが含まれること
＊IT導入補助金に登録されているITツールの提供者に、条件を満たしていることを確認いただくのが早いと思われます。

ソフトウェア

補助額の下限、上限がアップ 申請者は中小企業 ホームページ作成のみは対象外

IT導入補助金2019の概要

目的 対象となる
ITツール

生産性向上のため業務プロセスの改善と効率化に資す
るITツールを導入するための経費の一部を補助する

条件を満たし、IT導入補助金事務局に登録された
もの（IT企業またはコンソーシアムが提供する）

2018年からの主な変更点

業務パッケージ（8つの業務プロセス） 効率化パッケージ 汎用パッケージ

⑨自動化・分析 ⑩汎用

①顧客対応、販売支援

④人材配置

⑦会計・財務、資産・経営

②決済・債権債務、資金回収管理

⑤業務固有プロセス（実行系）

⑧総務・人事、給与・労務

③調達・供給、在庫・物流

⑥業務固有プロセス（支援系）

昨年の「プラスITフェア2018」の様子（広島会場）

埼玉会場での開催風景（講師は鬼澤健八氏）

東京会場で
の施策説明
の様子

Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
２
０
１
９
ス
タ
ー
ト

　  

上
限
額
・
下
限
額
と
も
に
ア
ッ
プ
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２
０
２
０
年
１
月
14
日
、
多
く
の

企
業
が
利
用
し
て
い
る「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ

ｏ
ｗ
ｓ 
７
」の
サ
ポ
ー
ト
が
終
了
す

る
。

　
サ
ポ
ー
ト
終
了
に
よ
っ
て
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
リ
ス
ク
や
故
障
時
の
対
応
問

題
が
生
じ
る
た
め
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム

へ
の
移
行
を
２
０
１
９
年
秋
を
め
ど

に
完
了
し
て
お
き
た
い
。

　
こ
の
10
年
間
の
Ｉ
Ｔ
の
進
化
ス

ピ
ー
ド
は
非
常
に
速
く
、
当
時
使
わ

れ
て
い
た
携
帯
電
話
の
多
く
が
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
変
わ
り
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
ネ
ッ
ト
に
つ
な
ぎ
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
時
代
が
来

て
い
る
。
仕
事
で
使
う
Ｉ
Ｔ
環
境
は

時
代
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
も
の
に
変
え

た
ほ
う
が
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
。

で
は
実
際
に
ど
う
す
れ
ば
…

具
体
に
迫
る
セ
ミ
ナ
ー

　
と
は
い
え
、「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ 

７
を
使
い
続
け
る
デ
メ
リ
ッ
ト
や
リ

ス
ク
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
」

「
最
新
の
ク
ラ
ウ
ド
型
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ

ｅ 

３
６
５
は
何
が
違
う
の
か
」な
ど

移
行
に
あ
た
っ
て
知
っ
て
お
き
た
い

こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
地
域
に
よ
っ
て

企
業
規
模
や
Ｉ
Ｔ
環
境
の
状
況
も

様
々
で
あ
る
。

　
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は
、
こ
れ
ま
で

全
国
主
要
都
市
で
ク
ラ
ウ
ド
活
用
を

推
進
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
展
開
し
て
き

た
が
、
２
０
１
９
年
春
か
ら
は
、
支

援
機
関
等
と
連
携
し
、
地
元
の
専
門

家
と
と
も
に
地
域
企
業
に
直
接
情
報

を
提
供
す
る
活
動
を
計
画
中
だ
。

　
ト
ラ
イ
ア
ル
と
し
て
、
２
０
１
９

年
４
月
24
日
に
静
岡
県
・
浜
松
商
工

会
議
所
に
て
、「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ 

７
&
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ 

２
０
１
０
サ

ポ
ー
ト
終
了
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」を
開

催
。
来
場
者
の
多
く
は「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ

ｗ
ｓ 

７
」を
利
用
中
の
企
業
だ
っ
た

（
詳
細
は
左
ペ
ー
ジ
の
コ
ラ
ム
参
照
）。

　
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
か
ら
、
自
社
の

働
き
方
改
革
の
体
験
を
踏
ま
え
た

I
T
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
が
紹
介
さ
れ
、

Ａ
Ｉ
で
よ
り
便
利
に
な
っ
た「
Ｏ
ｆ
ｆ

ｉ
ｃ
ｅ 

３
６
５
」の
デ
モ
な
ど
も
行

わ
れ
た
。

　
移
行
先
と
し
て
推
奨
さ
れ
た
の
は
、

①
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ 

10
、
②
Ｏ
ｆ
ｆ

ｉ
ｃ
ｅ 

３
６
５
、
③
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
の
3
つ
が
セ
ッ
ト
さ
れ
た
統
合

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン「
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ

ｆ
ｔ 
３
６
５
」で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
後
半
は
地
元
の
Ｉ
Ｔ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
と
の
Ｑ
&
Ａ
セ
ッ
シ
ョ

ン
に
て
、
参
加
者
の
関
心
事
を
深
掘

り
。
会
場
で
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、メ

モ
を
取
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

　
こ
の
ト
ラ
イ
ア
ル
成
果
を
も
と
に
、

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
で
は
、
各
地
の
商

工
会
議
所
等
支
援
機
関
と
連
携
し
た

情
報
提
供
を
強
化
し
て
い
く
。

　「
ネ
ッ
ト
を
見
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
情

報
は
あ
る
が
、
今
日
話
を
聞
い
て
、

正
確
な
情
報
を
整
理
し
な
が
ら
理
解

で
き
た
。
来
て
よ
か
っ
た
」

　「
Ｉ
Ｔ
に
は
あ
ま
り
詳
し
く
な
い

が
、
一
通
り
流
れ
が
わ
か
っ
た
」

　「
と
て
も
興
味
深
い
セ
ミ
ナ
ー
だ
っ

た
。
Ｉ
Ｔ
活
用
に
取
り
組
み
た
い
」

　
10
連
休
と
な
っ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
直
前
の
４
月
24
日
、
大
雨

の
天
候
に
も
関
わ
ら
ず
、
浜
松
商
工

会
議
所
で
開
催
さ
れ
た「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ

ｗ
ｓ 

７
&
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ 

２
０
１
０

サ
ポ
ー
ト
終
了
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」は
、

ほ
ぼ
１
０
０
％
の
出
席
率
。
時
間
と

と
も
に
、
参
加
者
が
前
の
め
り
に

な
っ
て
聞
き
入
る
姿
が
印
象
的
で
、

冒
頭
の
よ
う
な
感
想
が
返
っ
て
き
た
。

　
年
度
初
め
は
公
的
機
関
は
多
忙
な

時
期
だ
が
、浜
松
商
工
会
議
所
で
は
、

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
の
重
要
性

か
ら
開
催
を
決
定
し
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
、
経
営
支
援
課
の

伊
達
克
彦
課
長
は
、「
広
く
業
務
で
使

う
パ
ソ
コ
ン
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

出
て
く
る
か
を
知
り
、
Ｉ
Ｔ
化
の
疑

問
点
を
ど
ん
ど
ん
出
し
て
い
た
だ
け

る
場
に
し
た
い
。
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

社
か
ら
直
接
話
を
聞
け
る
貴
重
な
機

会
を
ぜ
ひ
活
か
し
て
ほ
し
い
」と
挨

拶
し
た
。
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
後
の
フ
ォ

ロ
ー
体
制
の
一
つ
と
し
て
、
毎
月
１

回
開
催
し
て
い
る「
Ｉ
Ｔ
な
ん
で
も

相
談
会
」を
案
内
し
た
。

知
り
た
い
こ
と
を

Ｑ
&
Ａ
で
深
掘
り

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
日
本
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
前
田
理
恵
氏
に
よ
る
講
演

（
右
ペ
ー
ジ
参
照
）に
続
き
、「
Ｉ
Ｔ
な

ん
で
も
相
談
会
」の
専
門
相
談
員
で

も
あ
る
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
和
田

喜
充
氏
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
解
説
、
お

よ
び
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
と
の
Ｑ
&
Ａ

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

　
和
田
氏
は
、
前
田
氏
の
講
演
を
受

け
て
、
ネ
ッ
ト
を
取
り
巻
く
脅
威
を

示
し
な
が
ら
、「
時
代
に
即
し
た
Ｉ
Ｔ

環
境
」の
必
要
性
を
解
説
。

　
そ
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
来
場
者
か

ら
寄
せ
ら
れ
て
い
た「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ

ｗ
ｓ 

７
」サ
ポ
ー
ト
終
了
に
関
す
る

疑
問
点
や
、
こ
れ
ま
で
の
企
業
支
援

で
得
た
地
域
事
情
を
踏
ま
え
、「
パ
ソ

コ
ン
は
そ
の
ま
ま
使
い
続
け
ら
れ
る

の
か
」「
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ 

３
６
５
の

種
類
の
違
い
は
」「
実
際
、
費
用
は
ど

の
く
ら
い
か
か
る
か
」な
ど
10
の
テ
ー

マ
を
示
し
て
Ｑ
&
Ａ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

進
行
し
た
。
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
か
ら

も
丁
寧
な
説
明
が
な
さ
れ
、
来
場
者

の
理
解
が
さ
ら
に
深
ま
っ
た
。

　「
事
業
者
の
皆
様
が
知
り
た
い
情

報
が
提
供
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
取

り
組
み
に
際
し
て
の
悩
み
ご
と
な
ど

は
、
専
門
家
派
遣
制
度
も
活
用
し
て

対
応
し
て
い
き
ま
す
」と
伊
達
氏
は

話
し
て
い
る
。

　
新
し
い
Ｉ
Ｔ
環
境
へ
の
ス
ム
ー
ズ

な
移
行
で
、
地
域
企
業
の
生
産
性
向

上
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

サポート終了のお知らせ

2020年10月13日2020年1月14日

マイクロソフトの3製品がサポート終了に

＜OS＞
Windows 7 、 
 Windows Server

2008

＜Officeソフト＞ 
Office 2010

●「Windows 7」サポート終了後のリスク、
そして新しいクラウド活用がもたらす効果とは？

●実際のところはどうなの？
地域事情を踏まえて専門家が解説＆ズバッと質問

日本マイクロソフト

ITコーディネータ　和田喜充氏（IT 静岡 理事）

内容

Windows 7 & Office 2010
サポート終了対策セミナー

全国に
先駆けて 浜松商工会議所にて開催された

ITコーディネータ和田喜充氏

お問い合せ先

URL https://www.microsoft.com/
ja-jp/biz/smb/

日本マイクロソフト
0120-41-6755

Webサイトはチャットでのご相談も可能です

土日祝日
弊社指定休業日を除く9:00～17:30

「ITなんでも相談会」
日頃のお悩み解決します

浜松商工会議所

　「難しそう」と思われがちなIT
に関する悩みを解決するべく「IT
なんでも相談会」を月に1回開催
中（会員限定）。
　最大10名が悩みを共有しながら
専門家のアドバイスを受けて解決
策を探る。第三者からの感想を聞
くことで、新たな発見も得られる。
会員共済課　TEL 053-452-1113

topics

「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ 

７
」サ
ポ
ー
ト
終
了
と
「
そ
の
先
」へ

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
が
支
援
機
関
に
て
セ
ミ
ナ
ー
活
動

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
で
円
滑
な
移
行
を
後
押
し

「
W
i
n
d
o
w
s 

7
」サ
ポ
ー
ト
終
了
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

─
浜
松
商
工
会
議
所

日本マイクロソフト株式会社
Microsoft 365ビジネス本部

プロダクトマネージャ　前田理恵氏

Q&Aトークセッションの様子

浜松商工会議所　
経営支援課　課長
伊達克彦氏

支援情報 瓦版（2019年5月）
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タ
策

ー
対制法護保

デ人個海外の世界
の
潮流

も
適
用
さ
れ
る
。

　
E
U
内
に
拠
点
が
な
く
て
も
、
提

供
時
に
金
銭
の
授
受
が
な
く
て
も
対

象
と
な
る
た
め
、
例
え
ば
観
光
で
の

来
日
を
見
込
ん
で
E
U
地
域
に
向
け

て
情
報
提
供
や
予
約
受
付
を
行
っ
て

い
る
だ
け
で
も
、
適
用
対
象
に
な
る

危
険
性
が
あ
る
。

　
ま
た
取
引
先
や
関
連
企
業
の
違

反
、
利
用
す
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
の
摘
発
で
、
管
理
者
と
し
て

Q 
欧
州
か
ら
の
旅
行
者
向
け
に
ネ
ッ

ト
で
予
約
を
受
け
付
け
て
い
る
。
も

し
、
予
約
サ
イ
ト
で
情
報
漏
え
い
が

起
き
た
ら
自
社
の
責
任
は
？

A 

管
理
者
と
し
て
欧
州
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
法「
G
D
P
R
」違
反
と
な

り
、
制
裁
金
を
求
め
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
る
。─ 

◆ 

─ 

◆ 

─ 

◆ 

─

　「
ま
さ
か
そ
ん
な
こ
と
が
」と
思
っ

て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登
場
で
海
外

と
の
取
引
チ
ャ
ン
ス
は
増
え
た
。
同

時
に
リ
ス
ク
も
し
っ
か
り
と
認
識
し

て
お
き
た
い
。
特
に
い
ま
重
視
す
べ

き
は
、
各
国
が
制
定
す
る
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
法
制
で
あ
る
。

　
そ
の
筆
頭
が「
G
D
P
R
」（G

 e
 n e 

ral D
ata Protection R

 
e

 
g

 
u

 
l

 a t i 
on

：
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
）で
あ
る
。

　
2
0
1
8
年
5
月
25
日
に
E
U

で
施
行
さ
れ
た
、
世
界
で
最
も
厳
し

い
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
法
で
、
違
反

す
る
と
最
高
で
全
世
界
売
上
高
の

４
％
も
し
く
は
2
0
0
0
万
ユ
ー
ロ

（
約
27
億
円
）の
い
ず
れ
か
高
い
金
額

が
制
裁
金
と
し
て
課
せ
ら
れ
る
。

　「
欧
州
に
店
を
構
え
て
い
な
い
か

ら
、
ウ
チ
は
関
係
な
い
」と
思
う
か
も

し
れ
な
い
が
答
え
は「
N
O
」だ
。

E
U
域
内
に
店
舗
が
な
く
て
も

法
規
制
の
対
象
に
な
り
得
る

　
G
D
P
R
は
E
U
域
内
に
お
け
る

個
人
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
だ
け
で
な

く
、
E
U
に
所
在
す
る
人
に
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
合
な
ど
に

処
罰
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
得
る
。

　
E
U
以
外
に
も
、
中
国
や
ロ
シ
ア
、

ベ
ト
ナ
ム
が
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

法
の
中
で
個
人
情
報
保
護
を
規
定

し
、
ブ
ラ
ジ
ル
や
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
な
ど
も
法
制
化
を
予
定
す
る
な
ど
、

動
き
は
世
界
中
に
広
が
っ
て
い
る
。

　
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
法
令
は
情
報

漏
洩
な
ど
の
事
件
・
事
故
自
体
で
は

な
く
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

対
策
の
不
備
を
罰
す
る
も
の
な
の
だ
。

世
界
の
法
制
を
カ
バ
ー
す
る

豊
富
な
情
報
と
ツ
ー
ル
を
提
供

　
思
っ
た
よ
り
対
象
企
業
が
多
く
、

厳
し
い
こ
と
が
ご
理
解
い
た
だ
け
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
世
界
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
法
制

を
き
ち
ん
と
把
握
し
、
適
切
な
対
策

を
打
ち
た
い
。
法
務
と
I
T
の
両
面

が
あ
る
た
め
専
門
家
に
依
頼
す
る

ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
か
な
り
の
費
用

が
か
か
る
の
で
、
中
小
企
業
に
は
悩

み
の
種
で
あ
る
。

　
こ
の
声
に
応
え
、
手
軽
な
費
用
で

専
門
的
な
情
報
の
収
集
と
相
談
対
応

を
実
現
し
た
の
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ（
I
I
J
）の

「
I
I
J
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
ポ
ー
タ
ル
」h

 
t

 
t

 
p

 
s

 
:

 
/

 
/

 
w

 
w

 
w

 .
 

b i z 
risk.iij.jp/

で
あ
る
。

　
I
I
J
は
、
世
界
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
法
へ
の
対
応
に
関
す
る
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
豊
富
な
実
績
を

有
し
て
い
る
。
そ
の
経
験
・
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
、
対
策
支
援
の
W
e
b
サ

イ
ト
を
開
設
し
た
の
で
あ
る
。

　
月
額
1
万
円
の「
ア
ド
バ
ン
ス
ド

会
員
」
に
は
、
各
種
情
報
や
最
新

ニ
ュ
ー
ス
と
と
も
に
、
G
D
P
R
を

は
じ
め
各
国
・
地
域
の
法
令
対
応
用

の「
テ
ン
プ
レ
ー
ト
」を
提
供
。
記
載

項
目
に
Y
E
S
・
N
O
で
順
に
答
え

る
こ
と
で
自
社
の
課
題
と
改
善
点
が

簡
単
に
把
握
で
き
、
具
体
的
な
取
り

組
み
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
。

　
対
応
方
法
な
ど
で
わ
か
ら
な
い
点

や
判
断
に
迷
う
場
合
に
は
、チ
ャ
ッ
ト

形
式
で
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
受
け
ら

れ
る「
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
」

（
利
用
時
間
に
応
じ
た
従
量
/
固
定

課
金
）も
利
用
で
き
る
の
で
便
利
だ
。

　
ま
た
、「
世
界
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
法
制
の
最
新
動
向
に
関
す
る
レ

ポ
ー
ト
」の
有
料
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
提

供
さ
れ
る
主
要
な
国
・
地
域
の
法
令

一
覧
表
も
非
常
に
有
益
。
利
用
企
業

か
ら「
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
合
わ
せ
て
複

数
の
国
を
比
較
し
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク

で
き
る
」と
高
評
価
を
得
て
い
る
。

対
策
だ
け
で
な
く
運
用
も

平
時
／
有
事
の
作
業
を
支
援

　「
I
I
J
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
ポ
ー
タ
ル
」は
、
企
業
が“
自

力
”で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
法
制
に

対
応
す
る
よ
り
も
大
幅
な
コ
ス
ト
低

減
と
省
力
化
を
可
能
に
す
る
。
そ
し

て
、
運
用
面
に
関
し
て
も
、
I
I
J

は
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
G
D
P
R
で
は
、
デ
ー
タ

保
護
責
任
者（
D
P
O
）の
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
、
E
U
に
拠
点
を
持
た

な
い
企
業
に
義
務
付
け
ら
れ
る
E
U

代
理
人
の
提
供
、
平
時
／
有
事
の
監

督
機
関
へ
の
説
明
・
報
告
の
サ
ポ
ー

ト
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　
法
令
違
反
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
は
、

制
裁
金
が
高
額
で
な
い
に
し
て
も
、

信
用
の
失
墜
で
顧
客
離
れ
や
取
引
停

止
を
招
き
、
結
果
的
に
経
営
危
機
に

陥
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
波
風

立
て
ず
に
続
け
る
た
め
に
も
、
ま
ず

は「
I
I
J
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
ポ
ー
タ
ル
」の
活
用
で
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
法
制
対
応
へ
の
一
歩
を

踏
み
出
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

株式会社インターネット
イニシアティブ（IIJ）

お問い合せ先

URL https://www.bizrisk.iij.jp/

「IIJビジネスリスク
マネジメントポータル」

対
象
企
業
は
意
外
に
多
く
、
指
摘
さ
れ
て
か
ら
で
は
遅
い

海
外
の
個
人
デ
ー
タ
保
護
法
制
に
対
応
す
る
に
は
？

海外の個人データ保護法制対策

https://www.bizrisk.iij.jp/URL
「IIJビジネスリスクマネジメントポータル」

制裁金事例
など情報を

手に入れたい

GDPR 対応、
何から手を

付けたらよいか

日本語の
情報が少なく

 困っている

中国サイバー
セキュリティ法に
どう対応するか

海外の個人データ保護法制に　
リーズナブルに対応できる

●  無料のコンテンツも豊富
●  アドバンスト会員
　……各国の最新ニュースや GDPR 等法令対応の「テンプレート」も
●  アドバイザリーサービス…チャット形式でコンサルティングが受けられる（有料）

月額わずか1万円

このような企業にお勧め！

個人データの管理方法が、
法令違反しています。

適切なセキュリティ対策を
怠らないでください

？？
サイトで予約を受
け付けているだけ

ですが…

知らないうちに、海外の
個人データ保護法に違反してる？

日本の宿泊業

どれかを満たしていませんか？
・EUに拠点がある

・EUに所在する人に対して商品やサービスを提供してい
る（EU内の拠点の有無、金銭授受の有無は問わない）

・欧州に所在する人を監視している（ホームページの
cookieを取得しているだけでも対象になりえる）

・利用しているクラウドサービスなどの事業者が罰則を受
けた場合（管理者＝利用企業は、適切な処理者＝クラ
ウドサービス事業者等を使う義務があるため）

・GDPRに違反した大手
企業からデータ処理な
どの業務を請け負って
いる場合（外注処理契
約 に GDPR 遵 守 が 記
載されているため）

→自社は対象になっ
ていませんか？

EUの「GDPR」対象例
（General Data Protection Regulation）

多くの
企業が対象に
なります



連　載 ネット社会との「お付き合い」術

　地銀のオンライン開発プロジェクト終了後、市町村・団体職員等の
研修に携わり、アプリケーションやグループウェアの使い方、データ交換、
ネットワーク管理などの研修講師を務める。
　2003年からの国や地方公共団体等の電子化に伴い、国が定める
特定認証局の電子認証セミナー講師、その傍ら、利用マニュアル等の
作成や小規模経営者の「IT活用の困ったな」対応、一般ユーザー向け
のPCスクール経営を行っている。

有限会社ビジネス・サポートエム
（法人番号 700002013072）

代表取締役　御田村 瑞恵
www.e-bsm.jp

事業継続計画の背景と考え方
No.40

　企業に事業継続計画が求められる背景として、2018年は火山の噴火、大雪、
地震、豪雨など、様々な自然災害により大きな被害が相次いだことがあります。
　リスクに備えるための考え方を整理します。
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２
０
１
８
年
６
月
、
７
月
、
９
月
の

３
か
月
間
に
発
生
し
た
地
震
・
風
水
害

の
各
種
損
害
保
険
の
支
払
保
険
金
は
、

１
兆
３
、１
２
９
億
円※

１

で
、
こ
れ
は

２
０
１
１
年
に
起
き
た
東
日
本
大
震

災
に
係
る
１
兆
３
、２
０
３
億
円
に
匹

敵
す
る
金
額
で
す
。

●
間
接
的
な
被
害
に
も
着
目

　
店
舗
や
工
場
、
設
備
の
損
壊
等
に
よ

る
物
的
損
害
と
い
っ
た
直
接
被
害
だ
け

で
な
く
、
取
引
関
係
を
通
じ
た
間
接
被

害
も
発
生
し
ま
す
。

　
風
評
被
害
や
自
粛
ム
ー
ド
な
ど
の
消

費
マ
イ
ン
ド
の
低
下
に
よ
る「
売
上
不

振
」や
、
交
通
網
寸
断
に
よ
る
出
荷
・

調
達
難
な
ど
の「
流
通
の
混
乱
」、
工
期

や
納
期
遅
延
な
ど
に
よ
る「
生
産
・
販

売
計
画
の
変
更
・
頓
挫
」の
他
、
従
業

員
が
出
勤
で
き
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
起

き
る
問
題
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

２
０
１
８
度
は
、
中
小
企
業
の
51
・

５
％
が
災
害
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
マ
イ

ナ
ス
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
被
災
地

の
企
業
で
な
く
て
も
倒
産
に
至
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
、「
か
つ
て
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
○
○
」と
い
っ
た
表

現
が
使
わ
れ
、「
他
人
事
で
想
定
が
甘

か
っ
た
」と
い
う
反
省
の
言
葉
が
聞
か

れ
ま
す
。
政
府
の
補
助
金
な
ど
事
後
救

済
も
そ
ろ
そ
ろ「
限
界
」で
あ
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
は「
事
前
対
策
を
重
視
」し

て
い
き
ま
す
。

　
つ
ま
り
企
業
は
、「
自
助
」の
責
任
が

あ
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
再
建
に
は
ス

ピ
ー
ド
も
非
常
に
重
要
で
す
。

●
主
体
的
な
事
前
対
策
を

　
そ
の
た
め
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
ｎ

ｅ
ｓ
ｓ 

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｕ
ｉ
ｔ
ｙ 

Ｐ

ｌ
ａ
ｎ※

２

）な
ど
の
主
体
的
な
事
前
対
策

が
不
可
欠
に
な
る
の
で
す
。

　
あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策

定
し
て
い
る
中
小
事
業
者
は
わ
ず
か

15
・
３
％
で
す
。
政
府
で
は
、
防
災
・
減

災
を
強
化
す
る
た
め
、
事
業
継
続
強
化

計
画
等
の
策
定
企
業
に
つ
い
て
、
法
認

定
を
通
じ
た
金
融
・
税
制
支
援
・
補
助

金
の
優
先
採
択
な
ど
様
々
な
支
援
策
を

盛
り
込
ん
だ
中
小
企
業
強
靭
化
法
案
を

閣
議
決
定
し
、
成
立
、
施
行
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
中
小
事
業
者
の
約
３
割
が

Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
知
ら
な
い
、
さ
ら
に

10
人
以
下
の
規
模
の
企
業
で
は
、
約
７

割
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
知
ら
な
い
と
答

え
て
い
ま
す
。

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
な
い
理
由
の
中
に

は
、「
自
社
の
規
模
・
事
業
内
容
の
上
で

特
に
重
要
で
は
な
い
」と
必
要
性
を
感

じ
て
い
な
い
事
業
者
が
３
割
強
も
存
在

し
て
い
ま
す
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
正
し
い
認

識
・
知
識
の
不
足
に
加
え
て
、
自
分
に

と
っ
て
不
都
合
な
情
報
を
無
視
し
、
過

小
評
価
す
る「
正
常
性
バ
イ
ア
ス
」（
正

常
化
の
偏
見
）が
働
く
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。

　
ま
た
、「
取
引
先
か
ら
要
請
さ
れ
な

い
」と
い
え
ど
も
、
取
引
先
は
注
文
を

キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
他
社
に
発
注
す
る
転

注
が
可
能
な
た
め
、
特
に
要
請
が
な
い

こ
と
も
有
り
得
る
と
考
え
て
お
い
た
方

が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
災
害
に
限
ら
ず
事
業
の
継
続
と
早
期

の
復
旧
を
図
る
べ
く
、
一
歩
踏
み
出
し

た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
て
い
る
企
業
は
、

企
業
活
動
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
を
具
体

的
に
想
定
し
て
経
営
し
て
い
る
企
業
と

し
て
評
価
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
自
社
は
大
丈
夫
と
い
う
思
い

込
み
で
未
対
応
の
ま
ま
現
状
を
受
け
入

れ
た
経
営
は
、
自
然
災
害
に
限
ら
ず
、

環
境
変
化
へ
の
事
業
継
続
力
が
脆
弱
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
企
業
で
あ
る
、
と

も
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

※ 1 http://www.sonpo.or.jp/news/release/2018/1812_06.html（一般社団法人日本損害保険協会の取りまとめ）。
※ 2 「事業継続計画」の他に「ビジネス継続プラン」や「緊急時企業存続計画」と言われることもあります。
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新
た
な「
移
動
」の
コ
ン
セ
プ
ト

　
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て

交
通
を
ク
ラ
ウ
ド
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
し
、

す
べ
て
の
交
通
手
段
に
よ
る
モ
ビ
リ

テ
ィ（
移
動
）を
一
つ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
と
ら
え
、
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
ぐ
新

た
な「
移
動
」の
概
念
で
す
。

　
２
０
１
８
年
６
月
15
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た「
未
来
投
資
戦
略

２
０
１
８
」中
に

＞

公
共
交
通
全
体
の

ス
マ
ー
ト
化

＜

と
し
て 

「
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
な

ど
の
施
策
連
携
に
よ
り
、
利
用
者
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
新
し
い
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー

ビ
ス
の
モ
デ
ル
都
市
、
地
域
を
つ
く
る
」

と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
車（
コ
ネ
ク

テ
ィ
ッ
ド
カ
ー
）は
Ｉ
ｏ
Ｔ
端
末
と
な

り
、
車
両
デ
ー
タ
や
交
通
情
報
が
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド
に
蓄
積
さ

れ
、
Ａ
Ｉ
で
分
析
さ
れ
ま
す
。
こ
の

デ
ー
タ
を
用
い
て
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が

展
開
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
の
移
動（
モ
ビ
リ
テ
ィ
）は
、
個
人

が
車
を
所
有
し
て
運
転
す
る
従
来
の
姿

か
ら
、「
移
動
サ
ー
ビ
ス
」と
し
て
進
化

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
は「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
革
命
」

　
世
界
中
の
自
動
車
産
業
は
１
０
０

年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
大
変
革
を
迎
え

て
い
ま
す
。
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
Ｃ

Ａ
Ｓ
Ｅ
革
命
」。
コ
ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド（
接

続
性
）の「
Ｃ
」、
オ
ー
ト
ノ
マ
ス（
自
動

運
転
）の「
Ａ
」、シ
ェ
ア
リ
ン
グ
＆
サ
ー

ビ
ス（
共
有
）の「
Ｓ
」、
そ
し
て
エ
レ
ク

ト
リ
ッ
ク（
電
動
化
）の「
Ｅ
」で
、
自
動

車
産
業
は
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
駆
使
し

た
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
い

う
、
全
く
新
し
い
事
業
体
に
生
ま
れ
変

わ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
革
命
」を
進
め
る

の
は
自
動
車
業
界
だ
け
で
は
な
く
、
Ｇ

Ａ
Ｆ
Ａ（
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
、 

Ａ
ｐ
ｐ
ｌ

ｅ
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
b
ｏ
ｏ
ｋ
、
Ａ
ｍ
ａ
ｚ

ｏ
ｎ
）を
は
じ
め
と
す
る
巨
大
Ｉ
Ｔ
企

業
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
な
ど
も
虎

視
眈
々
と
新
市
場
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
の
ア
ン
ド

ロ
イ
ド
オ
ー
ト
や
、
傘
下
の
ウ
ェ
イ
モ

は
自
動
運
転
に
よ
る
ロ
ボ
タ
ク
シ
ー
な

ど
無
人
公
共
交
通
、
ア
ッ
プ
ル
カ
ー
の

タ
イ
タ
ン
計
画
、
テ
ス
ラ
の
オ
ー
ト
パ

イ
ロ
ッ
ト
な
ど
。
中
国
の
国
家
戦
略
で

あ
る
Ｎ
Ｅ
Ｖ（
中
国
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
）

も
世
界
市
場
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

本
当
に
所
有
か
ら
共
有
に
変
わ
る
？

　
Ｂ
Ｃ
Ｇ（
ボ
ス
ト
ン
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
）か
ら
２
０
１
８
年

１
月
に
公
表
さ
れ
た
資
料
で
は
、
自
動

車
産
業
の
付
加
価
値
は
２
０
３
５
年
ま

で
に
１
・
５
倍
に
成
長
。
従
来
の
個
人

所
有
型
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
ほ
ぼ
横
ば

い
、
成
長
部
分
は
す
べ
て
が
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

に
よ
る
自
動
化
、
電
動
化
、
デ
ジ
タ
ル

化
な
ど
に
よ
る
新
興
事
業
に
な
る
と
予

測
し
て
い
ま
す
。
年
率
に
す
る
と
27
%

も
の
高
成
長
で
す
。

　
こ
の
予
測
に
よ
れ
ば
、
個
人
へ
の
販

売
ビ
ジ
ネ
ス
の
縮
小
は
な
い
と
さ
れ
ま

す
の
で
、
自
動
車
産
業
に
従
事
す
る
多

く
の
中
小
企
業
に
は
好
材
料
で
す
。

　
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
革
命
の
本
質

を
見
極
め
、
自
社
の
強
み
を
磨
き
上
げ

る
こ
と
に
よ
っ
て
自
社
の
市
場
を
し
っ

か
り
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、「
新

し
い
車
」に
必
要
な
部
材
供
給
に
果
敢

に
挑
戦
し
、
１
０
０
年
に
一
度
の
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
を
掴
ん
で
く
だ
さ
い
。

解説：水口和美氏
株式会社ＡＲＵ　代表取締役

（ITコーディネータ）

ＭａａＳ
Ｍｏｂｉｌｉｔｙ ａｓ ａ Ｓｅｒｖｉｃｅ

用語解説

【 】

観光
レジャー

物流・配車
サービス

公共交通機関

シェアリング
サービス

道路
都市計画

エネルギーConnected
つながる

Shared&Service
シェアリング＆
サービス

Autonomous
自動運転

Electric
電動化

クラウド＆AI
デジタルデータ

車のIoT化

MaaS

CASE革命
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①
Ｒ
Ｐ
Ａ

　
パ
ソ
コ
ン
で
の
業
務
を
ロ
ボ
ッ
ト

ソ
フ
ト
が
代
替
す
る
の
が
Ｒ
Ｐ
Ａ
。

従
来
か
ら
の
Ｉ
Ｔ
利
用
に
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
す
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
使
う

シ
ー
ン
は
比
較
的
わ
か
り
や
す
い
。

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、期
待
さ
れ
る
効
果

を
Ｒ
Ｐ
Ａ
書
籍
の
著
者
が
解
説
す
る
。

　
②
Ｉ
ｏ
Ｔ

　
モ
ノ
と
モ
ノ
が
通
信
す
る
Ｍ
２
Ｍ

が
進
化
し
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
は
、
ネ
ッ
ト
に

つ
な
が
る
こ
と
で
屋
外
や
工
場
を
は

じ
め
、
オ
フ
ィ
ス
以
外
の
場
所
に
お

け
る
情
報
収
集
の
自
動
化
や
遠
隔
操

作
な
ど
を
実
現
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
、
今
回
は
、
地
域
創

生
の
取
り
組
み
の
一
環
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
シ

ス
テ
ム
が
組
み
入
れ
ら
れ
た
事
例
を

紹
介
す
る
。

　
モ
バ
イ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
行
っ
て
い

る「
Ｍ
Ｃ
Ｐ
Ｃ 

ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ 

２
０ 

１
８
」で
は
、
漁
業
で
の
受
賞
が
複

数
見
ら
れ
た
。
福
井
県
小
浜
市
で

は
、
鯖
の
養
殖
を
ノ
ウ
ハ
ウ
化
す
る

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
い
け
す

の
中
の
海
水
状
況
を
把
握
す
る
Ｉ
ｏ

Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
は
、
千
葉

県
木
更
津
市
で
鳥
獣
害
対
策
用
に
Ｉ

ｏ
Ｔ
を
使
っ
た
捕
獲
シ
ス
テ
ム
に
ト

ラ
イ
ア
ル
中
だ
。
こ
の
実
証
実
験
を
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
入
口

と
し
て
捉
え
て
い
る
。

　
③
Ａ
Ｉ

　
人
工
知
能
と
い
う
名
の
通
り
、
人

の「
考
え
る
」部
分
を
代
行
す
る
。

　「
需
要
予
測
」「
為
替
予
測
」さ
ら

に
は
従
業
員
が
退
職
す
る
確
率
を
予

測
す
る
な
ど
と
、「
予
測
」分
野
は
リ

ス
ク
軽
減
の
点
で
期
待
が
高
く
、
話

題
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
A
I

は
、
中
小
企
業
が
抱
え
て
い
る「
技

術
伝
承
」に
も
大
き
く
貢
献
で
き
る
。

　
本
誌
で
は
こ
の
用
途
に
着
目
し
、

製
造
業
の
Ａ
Ｉ
活
用
を
推
進
し
て
い

る
ク
ロ
ス
コ
ン
パ
ス
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
。

　「
3
つ
の
新
し
い
I
T
」は
、
い
ず

れ
も
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
き
て
お
り
、

今
後
ま
す
ま
す
企
業
の
力
に
な
っ
て

い
く
。

・RPA…Robotic Process Automation P21で用語解説
・IoT…Internet of Things P22とP24で事例紹介
・AI…Artificial Intelligence　人工知能 P23でインタビュー

学ぶ・考える・分析する・・・

見る 測定する

移動する

操作する

聞く

感じる

入力する

操作する

今まで不可能だったことを可能に！

データをまとめる

他にも
　いろいろ

予測する

AI

IoT

RPA

「新しいIT」の動向
─RPA、IoT、AIの使われ方─
タブレット・スマートフォン、そしてクラウドサービスの登場で、
時間や場所を問わず、ITサービスを利用できるようになった。
そして最近では、新しい IT として RPAや IoT、AI が登場。こ
れまでの IT ツールのカバー範囲を超えて、業務をサポートする。
その実際を紹介していく。
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RPA
最新用語解説

　
Ｒ
Ｐ
Ａ
は
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
ｉ
ｃ 

Ｐ

ｒ
ｏ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ 

Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
の
略
で
、
日
本
語
で
は「
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
プ
ロ
セ
ス

の
自
動
化
」と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
と
い
う
と
、
工
場
で
人

の
作
業
を
肩
代
わ
り
す
る
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
ま
せ

ん
か
？

　
Ｒ
Ｐ
Ａ
は
人
の
代
わ
り
に
パ
ソ
コ

ン
の
前
に
座
り
、
キ
ー
ボ
ー
ド
か
ら

入
力
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
に
代
わ
っ
て
パ
ソ
コ
ン
の
キ
ー

ボ
ー
ド
や
マ
ウ
ス
を
擬
似
的
に
動
か

し
て
操
作
を
行
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ロ

ボ
ッ
ト
で
す
。

　
つ
ま
り
実
態
は
、
パ
ソ
コ
ン
や

サ
ー
バ
ー
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
動

作
す
る
、形
の
な
い
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ソ
フ
ト
な
の
で
す
。

　
で
は
、
今
、
な
ぜ
Ｒ
Ｐ
Ａ
が
注
目

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

パ
ソ
コ
ン
で
行
う

ル
ー
テ
ィ
ン
作
業
を
代
替

　
あ
ら
た
め
て
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
の
様

子
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
日
中
パ
ソ
コ
ン
の
前
に
座
り
、
ひ

た
す
ら
デ
ー
タ
を
コ
ピ
ー
＆
ペ
ー
ス

ト
し
た
り
、
シ
ス
テ
ム
か
ら
デ
ー
タ

を
取
り
出
し
て
ま
と
め
る
な
ど
、
作

業
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　
こ
れ
が
本
来
、
人
が
す
べ
き
仕
事

な
の
で
し
ょ
う
か
。
も
っ
と
人
の
能

力
を
活
か
す
仕
事
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
の

が
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
な
の
で
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
仕
事
の
中
に

あ
る
、
ル
ー
テ
ィ
ン
の
作
業
を
Ｒ
Ｐ

Ａ
に
任
せ
れ
ば
、
空
い
た
時
間
を
別

の
業
務
に
集
中
で
き
る
は
ず
で
す
。

　
そ
し
て
、
時
を
同
じ
く
し
て「
働
き

方
改
革
」の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
ま

す
。
人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、

増
え
続
け
る
総
労
働
時
間
を
減
ら
す

必
要
が
あ
り
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
は「
働
き
方
改

革
の
救
世
主
」と
ま
で
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　「
Ｒ
Ｐ
Ａ
は
大
企
業
し
か
導
入
で

き
な
い
の
で
は
？
」と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
活
か
す
シ
ー
ン
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
多
く
の
会
社
で
利
用
さ
れ
て
い
る

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
や
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
、Ｏ
ｕ
ｔ
ｌ

ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
の
オ
フ
ィ
ス
系
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
繰
り
返
し
行
う
操
作

も
自
動
化
で
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
作
業

負
担
を
Ｒ
Ｐ
Ａ
で
軽
減
す
れ
ば
、
生

産
性
向
上
の
効
果
が
期
待
で
き
る
の

で
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
R
P
A
の
効
果
を

多
く
の
企
業
に
得
て
い
た
だ
く
た
め
、

こ
の
た
び
情
報
シ
ス
テ
ム
を
ご
く
少

人
数
で
管
理
し
て
い
る「
ひ
と
り
情
シ

ス
」の
会
社
で
も
効
果
的
に
Ｒ
Ｐ
Ａ

を
導
入
で
き
る
よ
う
、
本
を
書
き
ま

し
た
。

　
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
知
り
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
触
れ
、

ぜ
ひ
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
経
営
に
活
か
し
て
く

だ
さ
い
。

執筆：福田敏博 氏
ジェイティ エンジニアリング株式会社
シニアコンサルタント

（ITコーディネータ）

本誌で最初にRPAを紹介したのは、2017年の秋。その後RPAへの関心は高
まり、IT導入補助金でも対象サービスに。「月25時間の削減」「受注や在庫管
理の処理を任せて残業時間削減」など、成果も聞かれている。
普及期に来たRPAの本質とメリットを改めて理解するために、『ひとり情シス
のためのRPA導入ガイド』の著者である福田敏博氏に解説していただいた。（編
集部）

　働き方改革の推進、深刻な人手
不足を補う切り札として注目され
ている「RPA導入」をわかりやすく
解説。効果を高める導入法、会社
経営や人生にもたらされる変化を、
中小企業のひとり情シスとコンサ
ルタントとの一問一答形式で平易
に説明している。

『ひとり情シスのための
 RPA導入ガイド』

福田敏博著
リックテレコム刊

書籍紹介
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　「
小
浜
の
鯖
を
復
活
さ
せ
た
い
」

─
か
つ
て
は
大
漁
だ
っ
た
鯖
の
漁

獲
量
が
激
減
し
、
漁
業
を
畳
む
人
が

増
え
た
福
井
県
小
浜
市
で
は
、
市
が

主
導
し
て
、
鯖
の
養
殖
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
目
指
す
は
鯖
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
し
た
地
方
創
生
で
あ
る
。

　
小
浜
市
の
呼
び
か
け
に
賛
同
し
、

養
殖
へ
の
挑
戦
を
決
意
し
た
漁
師
・

浜
家
直
澄
氏
、
福
井
県
立
大
学
等
の

専
門
家
と
と
も
に
、
２
０
１
６
年
か

ら
養
殖
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
養
殖
で
は
水
温
と
餌
の
量
の
関
係

性
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
経

験
や
勘
に
頼
り
が
ち
だ
。

　
小
浜
市
で
は
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す

べ
く
、
浜
家
氏
が
日
々
の
天
候
や
餌

の
量
を
記
録
し
た
用
紙
を
Ｆ
Ａ
Ｘ

し
、
市
で
デ
ー
タ
入
力
を
し
て
い
た
。

し
か
し
、
タ
イ
ム
ラ
グ
が
発
生
し
、
ま

た
手
書
き
し
た
も
の
を
入
力
す
る
作

業
の
手
間
も
か
か
る
。

　
そ
こ
で
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
社
の
協
力
を
得

て
２
０
１
８
年
に
取
り
組
ん
だ
の

が
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
使
っ
た
水
温
等
の
自

動
測
定
・
記
録
だ
っ
た
。

水
温
等
を
１
時
間
お
き
に
送
信

餌
の
記
録
と
共
に
デ
ー
タ
蓄
積

　
Ｉ
ｏ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
は
、
い
け
す
の

枠
の
上
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置

し
た
通
信
装
置
を
置
き
、
こ
こ
に
つ

な
が
る
セ
ン
サ
ー
を
海
水
に
入
れ
る

も
の
だ
。
１
時
間
お
き
に
自
動
的
に

水
温
、
塩
分
濃
度
、
酸
素
濃
度
を
計

測
し
て
サ
ー
バ
ー
に
送
信
す
る
。

　
当
日
の
餌
の
量
は
、
専
用
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
か
ら
浜
家
氏
が
記

録
。「
Ｉ
Ｔ
機
器
は
苦
手
で
タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
使
え
な
い
」と
尻
込
み
し
て

い
た
浜
家
氏
だ
っ
た
が
、
現
場
の
い

け
す
配
置
に
合
わ
せ
て
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
入
力
画
面
は
使
い
や
す
く
、
今

で
は
船
か
ら
降
り
る
と
す
ぐ
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
入
力
し
て
い
る
と
い
う
。

　
デ
ー
タ
の
蓄
積
に
よ
り
、
水
温
に

応
じ
た
最
適
な
給
餌
が
見
え
て
き
た
。

今
後
は
、
脂
の
の
っ
た
鯖
と
さ
っ
ぱ

り
し
た
鯖
を
餌
の
や
り
方
で
分
け
る

こ
と
も
可
能
に
な
る
と
い
う
。

　
さ
ら
に
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
で
分
析
し
、

鯖
養
殖
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を
進
め
た

い
と
の
こ
と
。「
漁
業
の
後
継
者
を
育

て
て
い
き
た
い
」と
浜
家
氏
は
決
意

を
語
る
。

　
地
元
で
養
殖
さ
れ
た
鯖
を
出
す
飲

食
店
と
の
連
携
も
で
き
て
お
り
、「
鯖

の
街
・
小
浜
」復
活
が
着
々
と
進
ん

で
い
る
。

この取り組みは「MCPC award 2018」にて特別賞を受賞しました。

「鯖の街・小浜」復活へ　　小浜市の取り組みと最適給餌へのIoTシステム

養殖を軌道に乗せるため
市へデータを集約して研究
（餌の量、気温、天気…）

しかし
手書きメモ＆FAXだった

・タイムラグの発生
・事務処理の手間

IoTを活用してデータ収集・分析

小浜市、大学等と
研究機関

マニュアル化／人材育成

AIによる最適給餌も

IoT
装置

餌の記録を
タブレット
から

水温 酸素 塩分

分析してノウハウ蓄積

アドバイス

「鯖の街・小浜」復活へ養殖に取り組む
IoTで海水状況を把握し、ノウハウ蓄積

福井県 小浜市 産業部農林水産課　

漁師　浜家直澄氏
（網元の民宿　浜乃家）
鯖に声をかけながら餌をやり、当日
の量をタブレットシステムに記録する

浜乃家で提供されている鯖料理

23 2019．夏号

Focus

AI
インタビュー

─
製
造
業
に
特
化
し
た
A
I
企
業

と
し
て
す
で
に
豊
富
な
実
績
を
お
持
ち

で
す
。な
ぜ
、製
造
業
な
の
で
す
か
。

鈴
木

　日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
は
、
機

械
の
性
能
だ
け
に
頼
ら
ず
、
熟
練
者

が
培
っ
て
き
た
技
術
・
技
能
が
合
わ

さ
っ
て
高
い
品
質
を
維
持
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
労
働
人
口
は
世
界
的
に

減
っ
て
お
り
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
が

間
に
合
わ
な
け
れ
ば
危
う
い
状
況
に

陥
り
ま
す
。
そ
こ
を
人
工
知
能
で
カ

バ
ー
で
き
な
い
か
と
。

─
A
I
と
い
う
と
、
需
要
予
測
や

ア
ル
フ
ァ
碁
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
少
し
違
う
の

で
し
ょ
う
か
。

鈴
木

　A
I
に
は
大
き
く
、
知
能
を

扱
う
も
の
と
人
の
感
覚
器
を
扱
う
も

の
が
あ
り
、
我
々
が
主
力
に
し
て
い

る
の
は
後
者
の「
見
る
」「
聞
く
」「
触

る
」そ
し
て
時
系
列（
プ
ロ
セ
ス
）の

変
化
を
受
け
と
め
る
な
ど
、
人
の
感

覚
を
学
習
す
る
領
域
で
す
。

　例
え
ば
、
モ
ー
タ
ー
製
造
の
現
場

で
は
聴
音
器
を
耳
に
あ
て
、
音
で
不

良
品
を
仕
分
け
し
ま
す
。
ま
さ
に
経

験
の
積
み
重
ね
に
よ
る
暗
黙
知
の
領

域
で
す
が
、
こ
の
音
の
判
断
を
A
I

が
担
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

─
判
断
は
ど
う
覚
え
る
の
で
す
か
。

鈴
木

　ベ
テ
ラ
ン
の
方
が
無
意
識
に

識
別
し
、
脳
裏
に
焼
き
付
け
て
い
る

も
の

─
ど
こ
を
特
徴
と
と
ら
え
判

断
す
る
か
ま
で
踏
み
込
ん
で
学
習
さ

せ
ま
す
。
A
I
は
最
先
端
の
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
で
す
が
、判
断
を
覚
え
る
た
め

の
デ
ー
タ
や
ノ
ウ
ハ
ウ
は
長
年
培
っ

て
き
た
も
の
が
必
要
で
す
。
日
本
の

製
造
業
に
は
そ
れ
が
あ
る
の
で
す
。

製
造
現
場
を
知
る
社
員
が

A
I
技
術
者
へ
橋
渡
し

─
A
I
が
ぐ
ん
と
身
近
に
感
じ

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
実
際
、
作
り
こ

む
に
は
製
造
業
の
知
識
も
必
要
に
な

り
ま
す
ね
。

鈴
木

　当
社
は
、
先
端
の
A
I
技
術

者
を
海
外
か
ら
集
め
て
い
ま
す
が
、

同
時
に
製
造
業
の
現
場
を
知
る
シ
ニ

ア
も
お
り
、
お
客
様
の
困
り
ご
と
を

き
ち
ん
と
把
握
し
て
技
術
者
と
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
す
。「
や
っ
と
話

が
わ
か
っ
て
も
ら
え
た
」と
喜
ば
れ
る

お
客
様
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

─
導
入
に
あ
た
り
、
A
I
は
費
用

が
か
か
り
そ
う
な
印
象
で
す
が
…
。

鈴
木

　2
0
1
4
年
か
ら
年
間

1
0
0
件
近
く
の
実
績
を
重
ね
て
き

た
結
果
、
当
社
内
に
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄

積
さ
れ
製
造
業
の
共
通
要
素
が
見
え

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
標
準
化
し
ツ
ー

ル
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
、
費

用
も
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　こ
の
ツ
ー
ル
は
デ
ー
タ
の
種
類
と

解
析
内
容
を
選
ん
で
デ
ー
タ
を
入
れ

て
い
た
だ
く
だ
け
で
、
当
社
で
実
証

済
み
の
A
I
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
自
動

選
択
さ
れ
、
A
I
が
生
成
さ
れ
る
も

の
で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
に
は
無
償

で
試
し
て
頂
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

─
い
よ
い
よ
A
I
は
手
の
届
く
と

こ
ろ
に
き
ま
し
た
ね
。
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

鈴
木

　最
近
は
ロ
ボ
ッ
ト
の
知
能
化

の
ご
相
談
も
増
え
て
い
ま
す
。
人
工

知
能
の
判
断
も
可
・
不
可
だ
け
で
な

く「
ど
う
し
て
そ
う
判
断
し
た
か
」ま

で
踏
み
込
み
精
度
を
高
め
て
い
ま
す
。

　A
I
は
す
で
に
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ

て
い
る
も
の
よ
り
、「
感
じ
る
」と
い

う
ア
ナ
ロ
グ
の
世
界
に
大
き
な
成
長

領
域
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら「
人
工
」

知
能
に
な
る
わ
け
で
す
。

　多
様
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
お
持
ち
の
技

術
者
の
皆
さ
ま
・
企
業
と
と
も
に
、

日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
を
世
界
に
発
信

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

株式会社クロスコンパス
代表取締役社長

鈴木克信 氏

熟練者の現場ノウハウをAIが継承
人の感覚分野にこそ利用価値がある

AI（人工知能）もいよいよ身近になってきた。「ノウハウが蓄積された製造業には
大きな可能性がある」というのが製造業向けAI を提供しているクロスコンパスだ。
では、どう使うのか。鈴木克信社長にインタビューした。（文中敬称略）
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持続可能な
まちづくりとIT

IoTの活用

FOCUS 「最新のIT」を活用する

「
実
は
、
鳥
獣
に
よ
る
被
害
が

深
刻
で
す
。
と
く
に
こ
の

辺
り
は
イ
ノ
シ
シ
が
出
て
農
作
物
を

荒
ら
す
だ
け
で
な
く
子
ど
も
が
襲
わ

れ
そ
う
で
生
活
上
も
心
配
…
」
─

千
葉
県
木
更
津
市
の
農
家
が
発
し
た

一
言
が
、「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
モ
デ
ル
」

づ
く
り
へ
の
実
証
実
験
の
ス
タ
ー
ト

だ
っ
た
。
そ
の
第
一
弾
が
Ｉ
ｏ
Ｔ
を

使
っ
た
鳥
獣
害
対
策
で
あ
る
。

─ 

◆ 

─ 

◆ 

─ 

◆ 

─

　
モ
ノ
と
モ
ノ
が
通
信
し
て
デ
ー
タ

収
集
や
動
作
を
行
う
Ｉ
ｏ
Ｔ
は
、
多

様
な
現
場
の
課
題
を
解
決
で
き
る

I
C
T
と
し
て
期
待
が
高
ま
っ
て

い
る
。

　
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
社
会

に
お
け
る
人
手
不
足
や
産
業
の
衰
退

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
と
Ｉ
ｏ
Ｔ

の
活
用
方
法
を
結
び
つ
け
る
と
こ
ろ

が
難
し
く
、
活
用
推
進
の「
壁
」の
1

つ
と
な
っ
て
い
る
。

　「
I
C
T
活
用
に
よ
る
地
方
創
生

支
援
」を
明
言
し
、
こ
こ
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
が
N
T
T
東
日

本
で
あ
る
。

　
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
支
援
に
お
い
て
は
、

畑
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
の
環
境
情

報
や
製
造
機
械
の
稼
働
状
況
を
、
セ

ン
シ
ン
グ
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る

サ
ー
ビ
ス「
ギ
ガ
ら
く
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ 

ハ
イ
エ
ン
ド
E
x
プ
ラ
ン
/
ハ
イ
エ

ン
ド
プ
ラ
ン
」の
I
o
T
サ
ポ
ー
ト

オ
プ
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
ま
だ
ど
の
よ
う
に

I
o
T
を
使
え
ば
よ
い
か
試
し
て
み

な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
分
野
に
つ
い

て
は
、
N
T
T
東
日
本
が
課
題
を
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
し
、
地
域
と
と
も
に
実
証

実
験
を
行
う
な
ど
の
活
動
も
展
開
し

て
い
る
。

　
そ
の
際
は
、
地
域
事
情
や
課
題
に

即
し
て
よ
り
良
い
方
向
を
見
出
す
べ

く
、
地
域
の
多
様
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
と

協
力
し
て
解
決
策
を
見
出
し
て
い
く
。

　
で
は
、
木
更
津
市
と
多
様
な
プ
レ

イ
ヤ
ー
と
と
も
に
展
開
中
の「
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
モ
デ
ル
づ
く
り
」第
一
弾
で

あ
る
、
I
o
T
を
活
用
し
た
鳥
獣
害

対
策
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

セ
ン
サ
ー
と
カ
メ
ラ
で
監
視

遠
隔
か
ら
の
給
餌
も

　
木
更
津
市
に
お
け
る
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
被
害
額
は
2
0
1
6
年
度
に

2
1
9
6
万
円
を
示
し
、
5
年
前
の

2
・
5
倍
に
上
昇
し
て
い
る
。

　
地
元
の
猟
師
は
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
人
数
は
限
ら
れ
る
。
檻
を
設
置

し
、
入
っ
た
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
す
る

方
法
を
試
み
て
い
る
が
、
毎
日
、
捕
獲

さ
れ
た
か
ど
う
か
の
見
回
り
が
必
要

と
な
り
、
捕
獲
し
た
動
物
の
処
理
に

必
要
な
道
具
を
取
り
に
戻
る
こ
と
も

あ
る
。

　
そ
こ
で
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
、
効

率
的
か
つ
安
全
に
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲

す
る
方
法
を
考
案
。
2
0
1
9
年
4

月
よ
り
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
。

簡
単
な
仕
組
み
か
ら
始
め
、
結
果
を

見
な
が
ら
改
良
し
て
い
く
。

　
シ
ス
テ
ム
の
ポ
イ
ン
ト
は
大
き
く

3
点
あ
る（
左
上
図
参
照
）。

① 

カ
メ
ラ
に
よ
る
監
視
・
解
析
、
動
物

の
行
き
来
を
検
知
す
る
セ
ン
サ
ー

で
、
遠
隔
で
檻
の
状
況
を
把
握

② 

遠
隔
操
作
に
よ
り
、
無
人
で
餌
を

ま
け
る
給
餌
シ
ス
テ
ム
で
、
イ
ノ

シ
シ
が
警
戒
心
な
く
檻
の
中
に
入

る
よ
う
に
習
慣
づ
け
る

③ 

セ
ン
サ
ー
で
動
物
を
感
知
し
た
場

合
、
映
像
に
よ
っ
て
動
物
の
大
き

さ
や
種
類
を
把
握
す
る

　
①
の
シ
ス
テ
ム
で「
毎
回
見
回
り
に

行
く
」手
間
を
軽
減
、
②
の
シ
ス
テ
ム

で
人
間
の
匂
い
を
消
し
イ
ノ
シ
シ
を

檻
に
誘
導
し
、
③
の
シ
ス
テ
ム
で
、
捕

獲
さ
れ
た
動
物
に
合
わ
せ
て
適
切
な

人
員
や
道
具
を
準
備
し
て
効
率
的
な

処
理
を
行
う
。

地
域
産
業
の
創
出
・
活
性
化
、

そ
し
て
地
域
経
済
の
循
環
へ

　
本
シ
ス
テ
ム
で
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ

シ
は
、
地
元
の
ジ
ビ
エ
加
工
・
流
通

会
社
を
通
じ
て
販
売
し
、
ジ
ビ
エ
産

業
を
地
域
産
業
と
し
て
発
展
さ
せ
る

計
画
だ
。
人
手
不
足
、
高
齢
化
と

い
っ
た
課
題
を
解
決
し
つ
つ
、
自
然

と
共
生
し
、
地
域
資
源
を
活
か
し
て

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
産
業
振
興

を
支
援
す
る
。

　
今
後
は
、
対
象
分
野
を
農
林
水
産

業
、
商
業
・
観
光
、
福
祉
、
防
災
・
安

全
安
心
と
順
次
広
げ
、
課
題
に
沿
っ

た
I
C
T
の
活
用
を
推
進
す
る
。

　
め
ざ
す
の
は
、
人
と
自
然
が
調
和

し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
。
木

更
津
市
に
お
け
る
取
り
組
み
の
情
報

は
、「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
モ
デ
ル
実
証

実
験
」と
し
て
、
成
果
や
効
果
を
積
極

的
に
他
の
地
域
へ
発
信
し
て
い
く
。

URL http://flets.com/iot/

お問い合わせ先

NTT東日本　スマートシティ 検索

ス
タ
ー
ト
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
鳥
獣
害
対
策
の
実
証
実
験

木
更
津
市
と
共
に
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
モ
デ
ル
」
づ
く
り
へ

IoT活用による地方創生支援

●地域ごとの課題をヒヤリングして
解決する方法を考え、実証実験
やサービス提供を実施

●結果を見ながら改良し、地域の
課題解決をトータルでサポート

地域の課題を聞いて、
解決をサポート

NTT東日本のIoT活用支援例
「IoT活用に必要なもの」を提供

①ギガらくWi-Fi 「ハイエンドExプラン」「ハイエンドプラン」
IoTサポートオプション

●Wi-Fiと組み合わせて使える対応センサーデバイス、対応クラウドサービ
スの導入・運用をサポート
●業種別では、「農業タイプ」「工場タイプ」あり

②地方創生　ビジネスサポート
●地域ごとの課題をヒヤリングして解決する方法を考え、実証実験やサービ
ス提供を実施
●結果を見ながら改良し、地域の課題解決をトータルでサポート

地域の課題を聞いて、解決をサポート

千葉県木更津市でトライアル中
鳥獣害対策へのIoT活用

イノシシが増加し、農作物への被害が深刻
捕獲には手間がかかり対応できる人も限られる

＜市内2か所での実証実験内容＞

＜狙う効果＞

NTT東日本木更津市

課題

巡回数の削減
1日1回の見回りをせずとも、
遠隔から状況把握。
捕獲されたときに現地に出向く

効率的な処理

カメラの併用により、檻に捕獲された
動物に合わせた処理を行う

捕獲率向上

遠隔給餌システムによりイノシシが檻に
近づく習慣をつけ、捕獲しやすくする

IoTの活用で、捕獲の効率化＆生態把握対策

1
檻を設置し、センサーとカメラで
侵入検知

2
遠隔操作できる給餌システムにより、
イノシシが檻に近づく抵抗を減らす

3 捕獲された動物の種類等を確認、および生態把握を行う

カメラ

アラート

ソーラーパネル

蓄 

積

データ
遠隔から
確認

ポイント

ポイント

ポイント

実証実験に際し、身近な素材で
給餌機を作成し、効果に応じて
製品化を検討（ ）

＜ P R＞

K19-0218【1905-1910】

今回
商業・
観光

防災・
安全安心

農林
水産業

福祉

スマートシティモデルをめざして

今後のプロジェクトで検討していく領域
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地
方企

業が乗り越える壁生
産

性
向 上

へ

本音で提言

取
引
先
に
合
理
化
を
求
め
た
が
…

　
老
舗
の
ロ
ー
カ
ル
ス
ー
パ
ー
。
複

数
店
舗
を
経
営
し
て
い
る
が
、
全
国

ス
ー
パ
ー
と
の
価
格
競
争
に
よ
り
収

益
性
が
悪
化
し
資
金
繰
り
も
厳
し

い
。
金
融
機
関
の
支
援
に
よ
り
経
営

改
善
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
改

善
計
画
を
立
て
る
た
め
現
場
業
務
の

効
率
化
を
検
討
す
る
と
、
取
引
先
に

も
課
題
が
あ
る
と
わ
か
っ
た
。

　
取
引
先
の
卸
事
業
者
か
ら
の
受
発

注
や
納
品
は
旧
来
か
ら
の
チ
ェ
ー
ン

ス
ト
ア
伝
票
で
あ
り
、
伝
票
処
理
や

在
庫
管
理
の
作
業
負
担
が
大
き
い
。

I
T
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
て
取
引
情

報
を
デ
ー
タ
化
し
、
検
品
や
照
合
作

業
を
効
率
化
し
、
ロ
ス
を
削
減
し
た

い
と
こ
ろ
だ
。

　
取
引
先
の
卸
事
業
者
は
高
収
益
企

業
で
あ
る
。
卸
売
業
の
経
営
は
厳
し

い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
小
回
り
の

利
く
調
達
機
能
は
地
方
で
は
重
宝
が

ら
れ
て
い
る
。

　
卸
事
業
者
に
改
善
を
求
め
た
も
の

の
、
効
率
化
す
る
と
手
が
あ
い
て
し

ま
う
経
験
豊
富
な
配
送
ス
タ
ッ
フ
を

作
業
転
換
さ
せ
る
の
が
難
し
い
と
の

理
由
で
、
話
は
と
ん
挫
し
た
。

　
ス
ー
パ
ー
は
合
理
的
な
判
断
に
よ

り
、
他
の
卸
事
業
者
へ
の
取
引
転
換

を
行
え
ば
よ
い
の
だ
が
、
長
年
培
っ

て
き
た
両
社
の
関
係
性
を
失
う
と
地

域
商
工
団
体
か
ら
も
非
難
を
受
け
る

こ
と
に
な
る
。

　
金
融
機
関
も
つ
な
ぎ
融
資
と
返
済

猶
予
で
事
業
の
継
続
を
保
た
せ
な
が

ら
、
当
事
者
間
で
何
と
か
う
ま
く
い

く
こ
と
を
願
う
し
か
な
い
。
支
援
組

織
の
人
間
で
あ
っ
て
も
同
じ
学
校
の

出
身
だ
っ
た
り
す
れ
ば
、
指
摘
す
ら

で
き
ず
、励
ま
し
見
守
る
の
み
だ
。
過

去
か
ら
の「
長
く
て
強
い
関
係
性
」

が
、
経
営
理
論
的
に
は
正
し
い
生
産

性
向
上
へ
の
取
り
組
み
を
阻
害
し
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。

儲
か
ら
な
い
け
ど
断
れ
な
い

　
花
屋
か
ら
始
ま
り
取
り
扱
い
品
を

青
果
へ
と
拡
大
し
た
小
さ
な
小
売

店
。

　
地
元
産
の
野
菜
を
地
方
発
送
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
い
つ
し
か
郵
便
局

の
発
送
代
行
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

生
産
者
が
都
会
に
出
て
行
っ
た
身
内

へ
自
家
野
菜
を
発
送
す
る
た
め
に
同

店
へ
梱
包
し
た
段
ボ
ー
ル
を
持
ち
込

み
、
郵
便
局
は
そ
れ
を
ま
と
め
て
回

収
し
て
い
る
。

　
発
送
受
付
で
は
、
な
る
べ
く
小
さ

な
サ
イ
ズ
に
な
る
よ
う
に
段
ボ
ー
ル

の
内
容
物
や
段
ボ
ー
ル
そ
の
も
の
を

入
れ
替
え
て
あ
げ
る
親
切
な
再
梱
包

サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
お
り
、
地
域
住

民
か
ら
は
郵
便
局
に
持
ち
込
む
よ
り

安
く
て
親
切
で
あ
る
と
評
判
に
な
っ

て
い
る
。

　
付
加
価
値
の
高
い
梱
包
サ
ー
ビ
ス

は
、
無
料
で
提
供
さ
れ
て
い
る
。
無

料
サ
ー
ビ
ス
が
あ
ら
た
な
需
要
を
生

め
ば
よ
い
の
だ
が
、
地
元
の
生
産
者

は
店
の
主
力
商
品
で
あ
る
野
菜
を
買

う
こ
と
は
な
い
。

　
こ
の
店
も
経
営
は
厳
し
く
、
手
数

料
を
と
る
か
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
見

直
す
の
が
合
理
的
判
断
で
あ
る
が
、

地
域
の
関
係
性
の
維
持
か
ら
、
変
え

る
こ
と
が
難
し
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
固
有
の
事
情

で
、
生
産
性
向
上
へ
の
取
り
組
み
を

進
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　
地
域
が
事
業
者
の
改
革
を
阻
む
ブ

レ
ー
キ
に
な
ら
な
い
よ
う
、「
地
域
の

濃
い
関
係
性
」を
、
地
域
全
体
で
連

携
し
て
解
決
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

地域内の「濃い」関係性

　人手不足を背景に生産性向上が求められている現在、
国からも様々な支援策が提供されている。
　しかし、遅々として進まないのはなぜだろうか。人を
集めるためには給料を上げたい、それには収益を上げな
くてはならない。目指すべき方向性は明確であるのだが
……。大都市とは少々事情が異なる地方の中小企業の実
情を４回にわたり、明らかにしていきたい。
　第1回は、「生産性向上より優先されること」を取り上
げる。

第1回

家電量販店で経営企画・マーケティング・海外展開等を担当し、２００９
年独立。中小企業の経営改革・販路開拓・国際化支援に携わる。中
小企業基盤整備機構やよろず支援拠点の専門家としても活躍。グローバ
ル、都心、地方それぞれの経営支援に精通。
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Ｐ
Ａ（
情
報
処
理
推
進
機
構
）

は
、２
０
１
９
年
３
月
に「
中
小
企
業

の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
改
訂
版 

第
３
版
」を
公
開
し

た
。　同

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
に
取
り
組
む
際
の
、

① 

経
営
者
が
認
識
し
実
施
す
べ
き

指
針

② 

社
内
に
お
い
て
対
策
を
実
践
す

る
際
の
手
順
や
手
法

を
ま
と
め
た
も
の
。
経
営
者
編
と
実

践
編
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
普

及
な
ど
環
境
変
化
を
受
け

て
加
筆
修
正
を
行
い
、Ｉ
Ｔ

に
詳
し
く
な
い
経
営
者
に

と
っ
て
も
理
解
し
や
す
い
表

現
に
改
訂
し
た
。

　企
業
自
ら
が
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
取
り
組
む
こ

と
を
自
己
宣
言
す
る「
Ｓ

Ｅ
Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｙ 

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ

Ｏ
Ｎ
」制
度
と
合
わ
せ
、
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
推

進
を
期
待
し
て
い
る
。

中
小
企
業
向
け

「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

世中　渉（よのなか・わたる）

「世中的未来予想」
 

　昭和に生まれ、平成に育ち、令
和を惰性で進んでいくわたくし世中渉
が、不確かな時代を勝手に予想し
ます。

一、東京オリンピック大いに盛り上
がる
　世中ジャパン的には四番ピッチャー
大谷で外国勢を迎え撃ちたいが、タ
イガーウッズが参戦するとなればゴル
フを見に行かないわけにはいかない。
　とはいえそれらの観戦費用を負担
する財源などあるはずもなく、在宅勤
務と称して家で酒飲みながらテレビ観
戦三昧となる。

一、ロボット大増殖
　ホワイトカラーの仕事の大半がロ
ボットに取って代わられるが、ロボット
に任せる仕事が次から次へと湧いて
くるわけなどなく、社内にサボりロボッ
トが多数発生。
　サボりロボット監視用のロボットや、
監視用ロボットの管理ロボットなど多

お問い合せ先
https://www.ipa.go.jp/security/keihatsu/
sme/guideline/index.html

COMPASSのWebサイトをご活用ください！

「COMPASS ONLINE」では、本誌情報はもちろん、
電子ブック版やWebオリジナル記事、最新の情報
をお届けします。

パスワードの登録にて、読者メール会員の方のみ
が見られるオリジナルコンテンツもスタートしてい
ます。

種多様なロボットが増殖し社員数を
上回る。

一、おっさんの価値が見直される
　便利になりすぎた時代に嫌気が差
した若者が急増しアナログ回帰が進
む。ケータイを持たず駅での待合せ
には改札にある伝言板や構内放送を
利用。
　大衆酒場での会話はロボットへの
愚痴ばかりとなるが、そんな若者に
厳しくも温かく説教するおっさんが
見直され新時代ものらりくらりと生き
抜く。
以上

※なお、本稿はゴーストライターロ
ボットが書いたものではありません

セキュリティセキュリティ

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
消
費
は
4・5
兆
円

町
の
外
国
語
対
応
に
課
題
も

データデータ

　「
中
小
企
業
白
書
２
０
１
９
」

に
よ
る
と
、訪
日
外
国
人
旅
行
者

の
消
費
額
は
、２
０
１
８
年
に
４・

５
兆
円
に
達
し
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
。４
年
前
の
約
２
兆
円
か
ら
大

き
く
伸
び
て
い
る
。

　国
内
で
は
、英
語
に
よ
る
案
内

な
ど
外
国
語
対
応
に
よ
る
自
由

旅
行
の
さ
ら
な
る
活
性
化
と
と

も
に
、交
通
機
関
で
の
対
応
も
求

め
ら
れ
る
。

　

著者プロフィール：メーカーに入社31年目の元営業職。
出世はおまけと割り切りつつも、上司と部下に挟まれて迷い多き日々 を送っている中年風中間管理職。

COMPASSサイトのトップページボタンからどうぞ

https://www.compass-it.jp/questionnaires/

読者アンケート、資料請求
された方からのご連絡を
Webサイトで受付中！

2019年7月15日まで

資料請求者には図書カードプレゼント

https://www.compass-it.jp/

16年
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訪日外国人旅行消費額（費目別）

訪日外国人旅行者の旅行中に最も困ったこと

17年

18年

施設等のスタッフとの
コミュニケーションが取れない

無料公衆無線LAN環境

多言語表示の少なさ・分かりにくさ
（観光案内板・地図等）

公共交通の利用

クレジット/デビットカードの利用

23.5

13.7

13.2

12.7

5.8

（％）

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査」（2019年1月16日公表）
（注）2018年1-3月より、サービス消費をより詳細に把握するため「娯楽
サービス費」に「温泉・温浴施設・エステ・リラクゼーション」「マッサージ・
医療費」等の項目を追加し「娯楽等サービス費」としたため、前年同期と
単純比較はできない。

資料：観光庁「訪日外国人旅行者の受け入れ環境整備における国内の
多言語対応に関するアンケート」（2018年）
（注）上位5項目について表示している。
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指針としてご活用いただけることを目指しています

本誌記事の無断転用・転載を
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「COMPASS」について「COMPASS」について

　●中小企業の方、1社1冊までは、無料でお読みいただけます（お手もとまでお届けします）。
　●発行は年4回（2月、5月、8月、11月）の5日です（都合により若干変動します）。
　※セミナー利用等におけるまとまった部数（有料）にも対応させていただきます。

●読者登録のお申し込みは、下記Webサイトで受け付けております。
　送付先変更、送付中止はEメール（compass@ric.co.jp）までどうぞ

「COMPASS」は中堅・中小企業向けに使いやすい製品・
サービスを提供している企業のご協力により発行してお
ります。

https://www.compass-it.jp/
読者登録・資料請求もこちらからどうぞ!

COMPASSのFacebookページで情報発信中。
「いいね！」をどうぞ！

https://www.facebook.com/compassnetwork/

冊子「COMPASS」と「COMPASS ONLINE」について
COMPASSの読者会員の種別には、

の2種類があります。冊子読者の皆様は自動的にメール会員になります。

メール会員
（ONLINE版の情報をメールでお知らせ） 冊子読者会員

メールの登録がまだの方 至急ご登録をお願いします
（今後、本をお送りできなくなります）

パスワードの設定により会員の方のみに
公開する記事やコンテンツをご利用できますパスワード登録がまだの方

今すぐ、ご登録を！

新システム以前にメール会員・冊子会員になられた方へ

　
わ
が
家
に
新
聞
を
配
達
し
て
く
れ
て
い
た
販
売
所
が
廃
業

し
、
隣
の
街
区
に
あ
る
販
売
所
に
業
務
が
引
き
継
が
れ
ま
し

た
。
す
る
と
、
折
込
チ
ラ
シ
の
量
が
明
ら
か
に
増
え
、「
あ
の
店

は
折
込
は
や
ら
な
い
」と
思
い
込
ん
で
い
た
徒
歩
圏
内
の
よ
く

利
用
す
る
大
手
ス
ー
パ
ー
の
チ
ラ
シ
も
入
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
近
隣
の
新
聞
販
売
所
な
の
に
折
込
チ
ラ
シ
が
こ
ん
な
に
違

う
と
は
思
い
も
よ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
に
と
っ
て
有
用
な

情
報
が
、
自
分
の
関
知
し
な
い
理
由
で
提
供
・
入
手
に
制
約

が
か
か
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
と
、
こ
の
件
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。�

（
大
谷
）

　
友
人
の
ご
主
人
が
眼
の
手
術
を
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
車

を「
パ
ー
キ
ン
グ
ア
シ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
」搭
載
の
車
種
に
買
い

換
え
ま
し
た
。
車
内
モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら
ア
ク
セ
ル
と
ブ

レ
ー
キ
を
操
作
す
る
だ
け
で
自
動
で
完
璧
な
位
置
に
駐
車
で

き
る
の
で
、
狭
い
場
所
で
の
縦
列
駐
車
が
と
て
も
楽
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

　
大
型
の
ワ
ゴ
ン
車
が
増
え
た
せ
い
で
店
舗
な
ど
の
駐
車
場

で
も
停
め
る
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
が
な
い
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
運
転
歴
ウ
ン
十
年
の
私
で
も
駐
車
に
は
か
な
り
神
経
を

使
い
ま
す
。

　
近
い
将
来
に
は
自
動
運
転
の「
自
走
車（
？
）」と
な
り
、
シ

ニ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
る
こ
ろ
は
楽
々
安
全
ド
ラ
イ
ブ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

�
 （

松
森
）

　
頭
か
ら
足
先
ま
で
衝
撃
と
感
激
が
走
り
自
然
と
涙
が
出
る

よ
う
な
…
。
上
野
千
鶴
子
氏
の「
平
成
31
年
度
東
京
大
学
学

部
入
学
式
祝
辞
」は
画
期
的
で
し
た
。
上
野
氏
の
研
究
や
主

義
主
張
に
対
す
る
個
々
人
の
ス
タ
ン
ス
を
超
え
て
惹
き
こ
ま

れ
、
自
ら
の
生
き
方
と
社
会
の
在
り
方
を
自
然
と
振
り
返
る
力

が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
令
和
に
変
わ
り
、
私
た
ち
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
世
代
の
先
頭
を
歩
い
て
い
た
女
性
が
皇
后
に
。
苦
悩
の

日
々
は
我
が
こ
と
の
よ
う
に
心
配
で
し
た
が
、
そ
れ
と
向
き

合
っ
て
の
あ
の
笑
顔
。
必
ず
や
、
ほ
か
の
誰
で
も
な
い
新
し
い

在
り
方
を
見
出
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
日
々
の

歩
み
は
わ
ず
か
で
も
振
り
返
る
と
そ
こ
に
道
が
で
き
て
い
る
。

一
日
い
ち
に
ち
を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。�

（
石
原
）


